
        
            
                
            
        

    











































































転生賢者の異世界ライフ２　～第二の職業を得て、世界最強になりました～
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　呪のろいの魔石による魔物大発生が解決した後、この街は平和そのものだった。

『救済の蒼月そうげつ』による襲撃しゅうげきなどもなく、襲撃の前と同じような生活が戻ってきたのだ。




　その代わり、俺おれには１つの問題が浮上していた。

　それは……




「あっ、ユージだ！」




「竜殺しだー！」




「ユージ、お姫様はー？」




　英雄扱いである。

　俺がドラゴンの炎の再現と称した『終焉しゅうえんの業火ごうか』で魔物の群むれを焼き尽くしたという噂うわさは、この小さい街の隅々すみずみまで、あっという間に広がった。




　しかも、その噂には尾ひれやら背びれやらがついたらしく、いつの間にか俺がドラゴンの群れを１人で倒しただとか、ドラゴンに襲われたお姫様を助けただとかいう話まで聞くようになっていた。

　ドラゴンはともかく、姫はどこから出てきたんだよ。




　おかげで、俺は不当な英雄扱いを受けることになってしまっていた。

　冒険者達は普段ふだん通りの対応をしてくれるが、街の人々は俺を見るなり英雄扱いしたり（特に、子供達は容赦ようしゃない）、スライムに餌えさをあげようとするので、とても居心地いごこちが悪い。

　……ということで。




「どこか、冒険者をやりやすい街を教えてくれないか？」




　たまたまギルド支部長に会った時、俺はそう切り出した。

　そう。他の街に移住するのだ。

　幸いなことに、この噂が広まっているのは、この街の中だけのようだ。




　それに加え、この街の冒険者ギルドは依頼が少なく、冒険者活動にあまり向いていない。

　だから、もっと冒険者に向いた街に行きたいということもある。




「何となくそんな気はしてたが、やっぱり移住するのか？」




　俺の言葉を聞いた支部長は、そう俺に聞き返した。




「そんな気がしてたのか？」




「ああ。英雄扱いに悪気はないとはいえ、街に出るたびに騒がれるのは居心地が悪そうだ。……ドラゴンの骨の件があるから分からんでもないが、姫ってのはどっから出てきたんだ？」




「俺に聞かれても困る。言い出した奴やつに聞いてくれ」




「……だろうな。それで、移住するってことは分かったが、どんな街に行きたいんだ？」

「そうだな……適度に依頼が多い街がいいな。でも魔物は弱い方がいい」




　それを聞いて支部長は、少し考え込んだ。

　それから、口を開く。




「依頼が多いとなると、大きい街だな。キリアあたりがいいんじゃないか？」




「キリア？」




「ああ。ここから50キロほど先にある、少し大きめの街だ。魔物もユージから見れば弱いし、依頼も多いぞ」




　なるほど。

　魔物が弱くて、依頼が多いのか。理想的だな。

　とりあえず、その街を目指めざすことにするか。




「ありがとう。とりあえずキリアに行くことにしよう」




「礼を言うのはこっちだ。ユージがいなければ、今頃いまごろこの街は廃墟はいきょだぞ」




　こうして、俺の移住先はあっさり決まった。




　◇




　……それから数時間後。

　冒険者達に挨拶あいさつを済ませた俺は、見つかって騒ぎにならないよう隠蔽いんぺい魔法を使いながら、街の門をくぐった。




「よし、頼んだ」




「分かりました！」




　キリアまでの距離は、50キロくらいだ。

　プラウド・ウルフの足であれば、今日中に到着できるだろう。




　役割分担はこうだ。




　プラウド・ウルフが走る。

　俺が地図を読む。

　スライムが応援する。




「これ、どっちに行けばいいんですか？」




「右に行ってくれ」




「プラウド・ウルフ、がんばれー」




　……こんな感じで、俺達は道を進んで行った。

　そうして、街が見えてきた訳だが……。




「……なんか、物々ものものしいな……」
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「強そうだねー」




　なんだか、街の防御が物々しい。

　外壁は分厚いし、鋼鉄製の巨大な門がついているし、外壁の上には大砲まである。




　……まあ、大きい街らしいからな。




　このくらいの防御はしていて当然なのかもしれない。

　この世界の大きな都市なんて、他に知らないけど。




「とりあえず、入るか」




「わかったー」




「了解です！」




　こうして俺達は、キリアへと入って行った。

　依頼の多い街だという話なので、何か安全で手頃てごろな依頼があるといいのだが。
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「えっと……まずはギルドだな」




　街に入ってまず、俺おれはギルドを探す。




『あっち、ギルドって書いてあるよ！』




　すると、スライムがすぐにギルドの看板を見つけた。

　やはり捜さがし物では、スライムに敵かなわないようだ。




『よくやった』




　そう言いながら俺は、ギルドに入る。

　とりあえず適当に、安全そうな依頼でも受けよう。




　そう考えて、俺はギルドの窓口へと向かったのだが……。




「ここに来るのは初めてですか？　では、あちらの窓口で登録をお願いします」




　すでにギルドカードを持っているのに、窓口での登録を要求されてしまった。

　ギルドカードは、場所に関係なく共通のはずなのだが。




「ギルドカードはもう持ってるんだが、登録が必要なのか？」




「はい。一部の街では有事に備えて、街にどんな冒険者がいるのかを登録するんです。魔物の襲撃があってから情報を集めても、遅いですから」




　なるほど、有事に備える訳か。

　……当然のように有事がどうとか言われると、なんだか心配になってくるが……確かにここに来る前にあった襲撃のこととかを考えると、そういうのも必要なのかもしれない。




「分かった。登録してくる」




「頑張って下さいねー。キリアで戦うには実力不足だと判断された場合、登録拒否もありますから！」




　……マジかよ。

　もしかして、来る街間違えたか？

　そんなことを考えながら、俺はとりあえず窓口へと向かう。




「新規登録か？」




「ああ。危なそうなら、容赦ようしゃなく落としてくれ」




　受付の男の質問に、俺はそう答える。

　こう言っておけば、実力不足なのに登録が通ってしまうことはないだろう。




　……でも、支部長はキリアは敵が弱くて安全な街だって言ってたよな？

　そうだとしたら、よほどのことがない限り、落ちたりはしないのかもしれない。




「落としてくれという奴やつは初めて見たな。まあ、慎重しんちょうなのはいいことだ。……とりあえず、ギルドカードを見せてくれ」




「ああ」




　そう言って俺は、ギルドカードを差し出す。




「職業……テイマー？」




　ギルドカードを見て受付の男は、訝いぶかしげに俺を見る。

　どうやらテイマーは、ここでも珍しいらしい。




「テイマーだと、不合格になったりするのか？」




「そんなことはないが、テイマーは単純に弱いからな。合格率が低くなりがちなのは確かだ。……使う魔物は、その狼おおかみか？」




「あと、このスライムも俺の仲間だ」




「スライム？　……その狼に比べれば、いないのと同じだと思うんだが……まあ、一応書いておくか」




　そう言って受付の男は、手元の紙に何か書き込む。

　それから俺のギルドカードの裏面にハンコを押して、俺に渡した。




「よし、登録完了だ。これで依頼を受けられるぞ」




「……あれ？　実力がどうとか言ってたから、試験でもあるのかと思ってたんだが……」




「確かに試験をする場合もあるが、Ｂ級索敵者さくてきしゃは無条件で合格だからな」




　……Ｂ級索敵者は便利な資格だと聞いていたが、それだけで合格になるのか。




「Ｂ級索敵者って、そんなに強い資格なのか？」




「ああ。１人いるだけで、パーティー全体の死亡率が５分の１になるとか言われてるくらいだからな」




　５分の１か。それはすごいな。

　確かに、スライムの索敵で奇襲きしゅうを完全に防げれば、普通に見張りをするよりは格段に安全になりそうだ。

　勝てなさそうなら逃げることもできるし、５分の１というのもあながち大げさではないのかもしれない。




「……そうだ、この街に来たばかりなら、ギルドの依頼を受けないか？」




「ギルドの依頼？」




「ああ。強い魔物の居場所を調べるためにギルドで人員を募集してるんだが、魔物を捜すのが得意な奴がいなくてな。Ｂ級索敵者ならまさに適任だ」




　……ふむ。

　そういう依頼があるのか。




「索敵係が足りないってことは、他にも一緒に依頼を受ける奴がいるのか？」




「ああ。いくらＢ級索敵者でも１人で魔物捜しに行かせる訳にはいかないからな。残りのメンバーは、戦い慣れた奴ばかりだ」




　なるほど。

　俺もこのあたりで戦うのは初めてだし、ここでの戦いに慣れた奴のもとで練習できるなら、悪い話じゃないな。




　……とはいえ、よく知らない奴とパーティーを組むのも危ない気がする。

　とりあえず会ってみて、信用できるかどうかを確かめるか。

　もちろん、信用できると思っても、スライムを使った警戒を解くつもりはないが。




「依頼を受けるかどうかは、他のメンバーと顔を合わせてから判断したい」




「分かった。パーティーメンバーが信頼に値するかどうかは、自分で判断するのが基本だからな。顔合わせは、今から30分後でいいか？」




「問題ない」




　俺の答えを聞いて、受付の男は紙に何かを書き込んで、ギルドの他の職員へと手渡した。

　恐らく、他のメンバーを集めるための書類だろう。




「では、30分後にギルド集合だ。それまでは自由にしていて構わない」




「分かった」




　30分だと、外を回るにはちょっと短いな。

　適当に依頼でも眺めて、時間を潰つぶすか。




　◇




　……それから、30分後。

　ギルドには、俺を含めて４人の冒険者が集められていた。




　目つきの悪い男が１人と、若い女冒険者が２人。

　女性陣はどちらも美人だが、装備はなかなか使い込まれており、戦い慣れた雰囲気だ。




「ロディス。Ｄランクの短剣使いだ」




　最初に自己紹介をしたのは、目つきの悪い男だ。

　どうやら、ギルドの自己紹介はランクと職業を言えばいいみたいだな。




「Ｅランク弓使いのティナよ。リーサと組んで冒険者をしているわ」




「同じくＥランク槍使いのリーサだよー。ティナとはいつも組んでるけど、他の２人は初めて見るかなー」




　ロディスがＤランクで、女性陣がＥランクか。




　キリアに来る前に、俺のランクは一気に２つ上がり、Ｆランクになっていた。

　襲撃への対応などで後回しになっていた昇格が、まとめて行われたのだ。




　だが……それでもこの中では一番下のようだ。

　ランクを理由に、依頼への参加を断られてしまわなければいいのだが。

　そんなことを考えながら、俺は自己紹介をする。




「Ｆランクテイマーのユージだ。Ｂ級索敵者だという理由で推薦すいせんを受けたが、こういうパーティーでの戦闘には初めて参加する」




　俺がそう自己紹介すると、すぐさまロディスが口を開いた。




「おい。初参加のＦランクテイマーなんか連れて行ってどうするつもりだ？　いくら調査系の依頼とはいっても、現場は森の中なんだ。最低限の戦闘力がなきゃ話にならない」




　ロディスは、俺がパーティーに入ることに反対のようだ。




　まあ、反対される気はしていた。

　ロディスの言う通り、初参加の上に低ランクの奴なんかに命を預ける気は起きないだろう。




　俺がどうしたものかと考えていると、女性陣が反論する。




「テイマーっていっても、Ｂ級索敵者よね？　Ｂ級索敵者になれるだけの索敵力があるなら、それだけで十分だと思うけど」




「そこらの雑魚ざこに負けるような戦力じゃないんだし、強い魔物に見つかったり、不意打ちを受けたりしない方が優先だよねー」




　どうやら女性陣は、俺が入ることに賛成……というか、Ｂ級索敵者をパーティーに入れたいようだ。

　Ｂ級索敵者は、予想以上に有名な資格みたいだな。




「むしろ私は、ロディスが入るのに反対かなー。組んだことないけど、あんまり評判よくないよねー？」




「確かに、いい噂うわさ聞かないわね。私もロディスの方を外した方がいいと思うけど」




　そして、逆にロディスが反撃を受けていた。

　ロディスはあまり評判がよくないらしい。




「おい、待てよ。俺が外れると戦闘班は２人だけになるぞ。いくら調査依頼でも少なすぎだろ。……それに評判が悪いとか言うが、具体的に俺が何かしたってのか？」




「確かに、何か証拠がある訳じゃないんだよねー」




「じゃあ、ユージ君の参加を認めるなら、私達もロディスの参加を認めるわ。それでいい？」




「……分かった。勝手にしろ」




　俺を放ったまま、話がどんどん進んでいく。

　まだ俺は、このパーティーでいくと言った訳ではないのだが。




『お前らはどう思う？　このパーティーは信用できそうか？』




『んー……わかんない！』




『でも、ボク達が見張ってればいいんじゃないかな？』




　確かに、スライムに周囲を警戒してもらえば、何かあっても対処できるだろう。

　怪しげな動きでもあれば、スライムを監視につければいいし。




　それに俺は、こういった即席パーティーで戦うのが初めてだ。

　敵だけでなく、パーティーメンバーにも警戒をしながら戦うというのは、いい経験になるかもしれない。




　その練習という意味では、人数の少ないパーティーは向いているだろう。

　いきなり大人数のパーティーなんかに入ったら、どう警戒すればいいか分からないからな。




「あ、そういえば聞いてなかったねー。こっちはまとまったけど、ユージ君はこのパーティーでいい？」




「ああ。よろしく頼む」




　リーサの問いに、俺はそう答えた。

　これで、パーティー成立という訳だ。







[image: ]




「みんな、準備はいいわね？」




「大丈夫だよー」




「ああ」




　そうして迎えた、依頼当日。

　俺達おれたちは無事にギルドからの依頼を受注して、街を出ようとしていた。




　依頼内容は、Ｂランク魔物『アース・ドラゴン』の居場所の調査だ。

　その他にもＢランク以上の魔物を見つけたら、報告すると報酬ほうしゅうが増えるらしい。




「じゃあ出発するわよ。ロディスが先頭で私が中衛ちゅうえい、リーサは後方の守りを頼むわ」




「分かったー！」




「……了解した」




　そう言ってティナが、陣形じんけいの指示を出す。

　どうやらこのパーティーのリーダー的立場は、ティナになるようだ。

　ランク的にはロディスが一番上だが、指示を出すのは全体が見渡せる弓使いなどの方がいいということだろうか。




　ところで……。




「俺はどうすればいいんだ？」




「Ｂ級索敵者さくてきしゃっていっても、テイマーじゃ戦いには参加できないでしょ？　戦闘には参加しないでいいから、危なくなさそうな範囲内で索敵に集中して。この依頼がどのくらい早く終わるかは、ユージがどれだけ早くアース・ドラゴンを見つけるかにかかってるから」




「あんまり依頼が長引くと、割に合わないもんねー」




　なるほど。

　戦闘能力は期待しないから、自分の役目に集中しろということか。

　パーティーは他の３人だけで戦えるように組んだみたいだし、俺は手を出さない方がよさそうだな。




「ちなみに、アース・ドラゴンが見つかった時にはどうすればいいんだ？」




「アース・ドラゴンを見つけた場所を、私に教えてくれればいいわ。そしたら私がこれに場所を記録して、依頼完了ね」




　そう言ってティナは、小さい魔石を取り出した。

　この魔石は、起動した場所を記録する効果を持った魔道具らしい。




　そんなことを話しながら、俺達は依頼で指定された森へと走る。
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　調査が行われる場所は、デライトの森という、キリアから40キロほど離れた場所にある森のようだ。




　３日ほどかかる予定の依頼なので、荷物が結構多い。

　パーティーメンバーが信用できるか分からないため、テイマースキルで何ができるかは教えていないのだが……信用できそうだと分かったら、『スライム収納』のことを伝えて荷物をスライムに持たせるか。




　そう考えつつ、俺は『魔物意思疎通そつう』を発動する。

　会話相手は、プラウド・ウルフだ。




『そっちは大丈夫そうか？』




『はい！　準備オーケーです！』




　今回、プラウド・ウルフは30匹ほどのスライムと組ませて別行動させている。

　目的は２つある。




　１つは当然、依頼内容である索敵のため。

　もう１つの理由は、パーティーのメンバーが変な行動を起こした場合に、警戒の範囲外から奇襲きしゅうを仕掛けるためだ。

　そのためプラウド・ウルフの存在は、他のメンバーには伝えていない。




『分かった。見つからないように気をつけながら、周囲の魔物の様子を探ってくれ。アース・ドラゴンを見つけてくれると最高だが、無理はするなよ。……もし戦闘になったら、魔法転送でなんとかする』




『分かりました！』




　そうプラウド・ウルフに指示を出したところで……肩に乗せたスライムが声を上げた。




『ゆーじー、まものがいるよー！』




　どうやら、さっそく魔物を見つけたようだ。

　俺はそれを聞いて『感覚共有』を発動し、スライムが見つけた魔物の位置を探り当てて、他のメンバーに報告する。




「真まっ直すぐ前方２キロ先に、狼おおかみ型の魔物が５匹！　あんまり強くなさそうだ！」




「２キロ先の魔物なんて分かるの!?　見える範囲じゃないわよね!?」




「距離間違いじゃないのー？　いくらＢ級索敵者でも、見えない位置の敵なんて分からないよねー？」




　俺の声を聞いて、ティナ達が疑問そうな声を上げる。

　どうやら、他のＢ級索敵者の探知能力も、テイマースキルで強化したスライムに比べるとだいぶ低いようだ。




「いや、距離は２キロで間違いない。今はもうちょっと近付いてるけどな」




　俺はスライムを介して魔物を監視しながら、ティナ達に答える。

　方法はともかく、魔物を探知できる範囲まで隠す必要はないからな。




　そして、数分後。




「うわ、本当にいた！」




　ちょうど報告した場所で、俺達は魔物に遭遇そうぐうした。




「魔物は大したことなさそうだから、ロディスに任せるわ！　１人でいける？」




「楽勝だ！」




　魔物を見るなり、ティナはロディスに指示を出しながら矢を構える。

　矢は有限なので雑魚ざこ相手に使いたくはないが、念のためということだろう。




　そんなティナの指示を受けたロディスが魔物の群むれへと突っ込み、短剣を振るって次々と倒していく。

　どうやらロディスも腕は確かなようで、特に危なげなく魔物を全滅させた。瞬殺といった雰囲気だ。




「しかし、本当に言った通りの位置にいたねー……」




「ユージの索敵範囲は、Ｂ級索敵者の中でもトップクラスかもしれないわね……」




　移動を再開しながら、ティナ達がそう呟つぶやく。

　それを聞いてちょっと疑問に思ったので、俺はティナ達に尋ねてみる。




「Ａ級だと、もっと索敵範囲の広い奴やつがいるのか？」




「もしＡ級索敵者になれる人がいたら、ユージより広範囲を探知できるかもしれないわね。……まあ、Ａ級索敵者なんていないけど」




「……Ａ級索敵者って、いないのか？」




「今はいないわね。腕に自信のあるＢ級索敵者が試験を受けたって話は聞くけど、合格したって話は聞かないわ。……10年前くらいには、１人だけいたらしいけど」




　なるほど。

　Ａ級索敵者って、そんなにレアなのか。

　そんなことを話しながら、俺達はデライトの森へと進んでいった。




　◇




「ここがデライトの森の入口ね。道から少し離れてから、野営にするわよ。デライトの森は奥に行くと危険度が上がるから、今のうちに寝ておいた方がいいわ」




　キリアの街を出てから数時間後。

　俺達が無事にデライトの森へたどり着いたところで、ティナが野営を提案した。




「道から離れるのか？」




「少人数のパーティーなら、野営は道から離れるのが基本よ。道の近くなら魔物の危険は少し減るけど、盗賊とうぞくに見つかりやすくなるわ」




　なるほど。そういうことか。

　しかし野営って、盗賊対策まで考える必要があるんだな……。

　そんなことを話しつつ、俺達は道を離れて野営に向いた場所を探す。




「ここがよさそうね。ユージ、周囲に魔物はいる？」




　ティナが選んだのは、崖がけのそばにある、周囲より少し低くなった場所だ。

　確かにここなら、盗賊からは見つかりにくいだろう。




「魔物は見当たらないな。他の人影も、俺から分かる範囲内にはいないみたいだ」




「じゃあ、ここで決まりね。野営の準備をするわよ」




　そう言ってティナ達は、各自でテントを張り、保存食を食べ始める。

　こういった即席のパーティーでは、自分の荷物は自分で持つのが基本らしい。




　俺もそのことは一応聞いていたので、事前に用意しておいた１人用のテントを張って野営の準備を終え、持ってきていたパンで夕食を済ませた。




「見張りの順番は、どうしようかしら？」




　食事が終わったところで、ティナが俺達に聞いた。

　すると、今まで作戦に対して何も言わなかったロディスが、珍しく口を開いた。




「ティナが最初で、次が俺、３番目がユージで、最後がリーサでどうだ？」




「一番暗い時間になる３番目が索敵のうまいユージっていうのは分かるけど、他はどうやって決めたの？」




「２番目と３番目は睡眠時間が見張りで分割されることになるから、体力的な負担が大きい。だからランクの高い俺が担当した方がいい。戦闘に参加しないユージは別はいいが、お前らに足を引っ張られちゃ困るからな」




「じゃあお言葉に甘えて。……順番が来たら起こすから、他の３人は寝てていいわよ」




　……言い方はなんとなく気にくわないが、意外と紳士的なのか？

　そんなことを考えつつ、俺は周囲にスライム達を配置してから眠りについた。

　何かあれば、スライム達が俺に異変を伝えてくれるだろう。




　◇




『ゆーじー！　ゆーじー！』




　眠っている俺は、スライム達の声で起こされた。

　どうやら、何かあったらしい。




『どうした？　何があった？』




『見張りの途中で、ロディスがいなくなったよー！』




『いなくなった……逃げたってことか？』




『うーん……なんか、違いそうな感じ！　プラウド・ウルフと一緒に、おいかけてるよ！』




　それを聞いて俺は、プラウド・ウルフの背中に乗ったスライムに『感覚共有』をつなぐ。

　すると、森の中を走るロディスの姿が見えた。




　……確かに、単に見張りが嫌で逃げたという様子ではなさそうだ。

　もちろん、トイレに立ったという雰囲気でもない。




　とりあえず、普通の状況じゃないのは確かだな。




『ティナとリーサを起こしてきてくれ』




『わかったー！』




　俺はスライムに２人を起こすよう頼んで、ロディスの監視を続ける。

　どうやらロディスは、森の中にあるどこかを目指しているようだ。

　位置はすでに覚えているのか、迷うことなく進んでいく。




「ユージのスライムが起こしに来たけど、何かあったのー？」




「この時間だと、見張りはロディスの番よね？」




　そうして様子を見ている間に、スライムに起こされたティナとリーサがやってきた。




「ああ。そのロディスが、いなくなったんだ」




「見張り中に脱走……まともな行動とは思えないわね。トイレとかじゃないの？」




「間違いなく違うな。今ロディスは、ここから向こうに向かって３キロほど離れた場所を走っているみたいだ」




「そんなことまで分かるのね……。とりあえず、ただならない状況なのは分かったわ。今すぐここから逃げるわよ。テントとかは、いったん置いていくわ」




　俺の答えを聞くなり、ティナはそう指示を出しつつ、自分の荷物をまとめ始めた。




「分かったー！」




　リーサもティナと同じく、必要な荷物をまとめ始めた。

　どうやら２人は、急いでここから逃げる必要があると考えているようだ。




「これって、逃げる必要がある状況なのか？」




「そうよ。見張り中に黙って逃げ出す奴やつなんて、盗賊の手先くらいだもの。襲われる前に気付けたのは、ユージのお手柄てがらね」




　盗賊の手先……なるほど。

　俺達は盗賊に見つかりにくい場所を選んで野営した訳だが、もしロディスが盗賊で、逃げ出した理由が仲間を呼ぶためだとすると……いくら盗賊に見つかりにくい場所を選んでいたところで、何の意味もない。




　見張り番がロディスの時なら俺達３人は寝ている訳だし、盗賊にとってここまで襲撃しやすい獲物えものも少ないだろう。

　まあ、スライム達による監視網がなければの話なのだが。




　そんなことを話しつつ、俺達は荷物をまとめ終わった。




「さあ、逃げるわよ！」




　◇




　俺達が野営場所を逃げ出してから、数分後。

　ロディスは、周囲から隠すようにして作られた小屋の前で立ち止まった。

　……小屋の見た目は、いかにも盗賊のアジトといった感じだ。
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　そのドアを、ロディスがノックして言った。




「ロディスだ。獲物を確保した」




　すると間もなくドアが開き、ロディスは小屋の中へと入っていった。

　偵察ていさつに行っているスライムは小屋から少し離れているので、小屋の中の様子は分からない。




『見つからないように注意しながら、もうちょっと近付けるか？』




『わかったー！』




『俺が近付くとバレそうなんで、俺は隠れときますね！』




　俺はプラウド・ウルフが隠れるのを見ながらスライムに指示を出し、小屋へとスライムを近付かせる。

　すると、中の様子がだいぶ分かるようになってきた。




「収穫はどうだ？」




「女が２人と、男が１人だ。男は体格も貧弱ひんじゃくだし、売っても金にならなそうだが……Ｂ級索敵者だから金を持っているかもしれない。依頼内容はアース・ドラゴンの調査だから、依頼途中で見つかって殺されたってことにすれば追及も避けられる」




「装備は？」




「Ｅランク相応そうおうってとこだな。それなりの金になりそうだ」




　どうやら、俺達の持ち物を、俺達ごと売り飛ばす算段をしているようだ。

　これで確定だな。この小屋は盗賊のアジトで、ロディスは盗賊の仲間だ。

　となると……ここからの対処は、慣れた冒険者達に聞いた方がよさそうだな。




「ティナ、ロディスが盗賊と合流したみたいだ」




「ユージの探知って、そこまで分かるの!?」




「ああ。正確にはテイムした魔物を使った偵察だけどな。ロディスが逃げたのに気付いたのも、スライムのおかげだ」




　そう言って俺は、肩に乗ったスライムを指す。

　ティナとリーサは信用できそうなので、そのくらいは話しても構わないだろう。




「テイマーにそんなことができるなんて、聞いたことないわ！　ユージの探知能力が異常なのは気付いてたけど、いくら何でも無茶よね!?」




「私も、聞いたことないなー」




「そう言われても、実際にできるんだから仕方ない。……それで、どう対処したらいい？」




「えっと……探知してるってことは、場所も分かるの？」




「ああ。捕まえればいいのか？」




　そう言って俺は、スライムの魔力探知能力で小屋の中の盗賊の配置を探る。

　小屋の中にいる盗賊は、ロディスを含めて４人。

　武器くらいは用意しているようだが『魔法転送』を使えば捕縛も討伐とうばつも難しくないだろう。




「捕まえるより、討伐した方がいいけど……敵は何人なの？」




「ロディスを含めて４人だ」




「それなら、戻って討伐っていうのはナシね。私達は３人しかいないし、ロディスは人数が不利の状態で勝てるような相手じゃないわ」




　ああ。討伐って、俺達が自分で行って倒すのを考えていたのか。

　でも別に、その必要はないんだよな。




「別に俺達が戻らなくても、やろうと思えばスライムを使って討伐できると思うぞ」




「……そんなことできるの？　スライムって、あのスライムよね？」




「ああ。スライムでも、工夫次第で戦えるんだ。……試してみるか？　ダメそうならスライムを撤退てったいさせて逃げればいい」




　それを聞いて、ティナは少し考えて言った。




「それができるなら、最高の選択肢なのは間違いないわね」




　パーティーリーダーの了承が得られたので、俺はスライム達に指示を出す。

　ロディスは結構強いので、慎重しんちょうにいこう。




『魔法転送で盗賊に攻撃を仕掛けるから、小屋の周りを取り囲んでくれ！　強い奴もいるから、見つからないように！　プラウド・ウルフは失敗したときに備えて、適当な場所で隠れていてくれ！』




　そう言って俺は、スライム達に『魔物隠形おんぎょう』をかけ直す。

　スライムは半透明な上、今は真夜中だ。

　探知用に魔物でも使われない限り、まず見つかることはないだろう。




　今考えれば、ロディスがこの時間の見張りを申し出たのは、襲撃を仕掛けるのに都合がいい時間を選んだのだろうが……それを逆に利用させてもらうとしよう。




『わかったー！』




『分かったッス！』




　俺の言葉を聞いて、スライム達が分裂して小屋の周囲を取り囲み始める。

　プラウド・ウルフは小屋から少し離れた茂みに隠れたようだ。




　できれば『極滅きょくめつの業火ごうか』を使いたいところだが……あの魔法は魔力消費がとても大きいので、もし伏兵ふくへいなどが現れた場合に対応できなくなってしまう。

　ここは、もうちょっと魔力消費が軽い魔法で済ませたいところだが……５人くらいを相手するのにちょうどいい魔法って、今までに使ったことがない気がするな。




　……まあ、適当に使ってみるか。ダメなら最悪『極滅の業火』を使えばいいし。

　そう考えて俺は、記憶の中を探ってみる。

　できれば今回は、炎系以外の魔法がいいだろう。炎は周囲を照らしてしまうので、襲撃に失敗したときにスライムが見つかりやすくなるし。




　すると『永久凍土とうどの呪詛じゅそ』という魔法が見つかったが……これは名前からして『極滅の業火』クラスの魔法な気がする。

　こういった氷結系で、もうちょっと弱い魔法を……などと考えながら探していると、まさに求めていた魔法が見つかった。




『範囲凍結・中』。

　きわめてシンプルで、無駄のない魔法名だ。これにしよう。




『魔法転送──範囲凍結・中！』




　俺は周囲に聞こえないよう、スライム達にだけ声が伝わるようにして魔法を転送する。

　次の瞬間……盗賊達の話し声が、パッタリとやんだ。

　小屋の中からは、物音１つ聞こえない。




『……どうなった？』




　俺は部屋の中の様子を探るため、追加で『魔弾』を転送し、小屋の壁を破壊した。

　すると……部屋の中の様子が、明らかになった。




　盗賊達は、見た目だけ見れば、普通に話をしているような様子だった。

　その表情には、攻撃を受けた驚きなどどこにもない。盗賊達が話している時の写真を撮ったら、きっとこんな感じだろう。




　盗賊達の様子が普通と違うのは、固まって微動だにしないことだ。

　スライム越しにステータスを見てみると、ＨＰは０になっている。

　どうやら盗賊達は、攻撃を受けたと気付くことさえなく絶命したようだ。




『範囲凍結・中』……思った以上に強力な魔法だな。

　そんなことを考えながら、俺は自分のステータスを確認する。




　……魔力消費は、最大値のたった２割だった。

　これ、便利だな。魔物相手にどれだけ効くかは分からないが、対人戦においては最強の魔法かもしれない。

　こうなると『永久凍土の呪詛』の効果も気になってくるが……それはまた後にしよう。




「全員倒したぞ」




　俺はそう、ティナ達に報告する。




「うそ!?　早すぎない!?」




「本当だ。スライムの力で、全員凍らせた」




「……そう言われても、全く実感がないわね。指名手配されてる盗賊の可能性もあるし、できれば確認に行きたいところだけど……」




　確かにそうだろう、俺はスライムを介して戦闘中の様子を見たり、魔法を使って盗賊を倒したりしていたが、ティナ達はただここで俺と話していたら、戦闘が終わったと告げられたような感じだろうし。

　もし本当は倒せていなくて逆襲を受けたりしたら、一大事だ。




「じゃあ、倒した連中をこっちに運ぶのはどうだ？」




「えっ、そんなことできるの!?」




「運ぶのはテイムしてる魔物だから、そいつらに聞いてみないと分からないが……」




　そう言って俺は『魔物意思疎通』を起動して、プラウド・ウルフに尋ねる。




『プラウド・ウルフ、スライムと一緒に、倒した連中を運べるか？』




『えっと……引きずっていいなら、運べるッス！』




　そう言ってプラウド・ウルフは、盗賊達が使っていた小屋の隅にあるロープを見る。




『構わん。やってくれ』




『了解ッス！　スライム先輩達、手伝ってくれるッスか？』




『『わかったー！』』




　そう言ってスライム達が凍った盗賊をまとめてロープで縛り、そのロープの端を持ってプラウド・ウルフに乗る。

　というかプラウド・ウルフ、いつの間にスライム達を先輩とか呼ぶようになったんだ。




『じゃあ、行くッス！』




　そう宣言して、プラウド・ウルフが走り始めた。

　人間４人分の重さを引きずっているはずなのに、その速度は普段ふだんから全く落ちていないように見えた。

　……プラウド・ウルフ、やっぱり自信がないだけで、パワーはかなりあるんだよな。




　そんなことを考えているうちに、プラウド・ウルフが俺達に近付いてきた。




「今から、背中にスライムを乗せたプラウド・ウルフが来る。俺のテイムしてる魔物だから、攻撃しないでやってくれ」




「分かったわ」




「りょうかいー」




　そう言ってから１分もしない間に、プラウド・ウルフが俺達のところへやってきた。

　背中に背負ったスライムが持ったロープの先には、カチコチに凍ったままの盗賊達が結ばれている。

　その中の１人の顔を見て……ティナとリーサが声を上げた。




「これって……ゲリオス!?」




「え、本当にゲリオス!?　……本物だー！」




　……なんか、随分とオーバーな反応だな。

　まさか、知り合いか何かだろうか？




「知り合いなのか？」




「そんな訳ないじゃない！　まさかゲリオスを知らないの!?」




「ゲリオスっていったら、この一帯じゃ一番有名な盗賊だよ!?」




　……そうなのか。

　ゲリオスなんて名前、聞いたことすらなかったが。




「それでゲリオスって、どんな盗賊なんだ？」




「強盗殺人の事件を山ほど起こしてるのにー、すごく強いせいでまだ捕まってなかった盗賊！　確か、すごい懸賞金がかかってたよね!?」




「懸賞金は確か、２５０万チコルのはずよ。他の盗賊もゲリオスほどじゃないけど、そこそこ名の通ったヤバい盗賊ばっかり！　……本当にユージ、どうやって倒したの!?」




「ロディスって、そんな連中とつながってたんだねー。ユージがいなかったら、大変だったよー」




　２５０万チコルか。

　確かギルド登録試験の受験料が15万チコルで、それでも割と大金扱いされていたので、２５０万チコルの懸賞金というのはかなり高いのだろう。

　……なんか、大変な連中を倒してしまったみたいだな。




「これ、ギルドに持って行けばいいのか？」




　俺はそう言って、相変わらず凍ったままの盗賊達を指す。

　ＨＰはちゃんと０になっているので、このまま放っておいても動き出したりはしないだろうが、賞金首ってことは運ばないといけないのだろうか。

　そう考えていると、ティナがいいことを教えてくれた。




「討伐の確認は魔道具を使えばすぐだから、別に運ぶ必要はないわよ。それより問題は、これからどうするかね」




「これから？」




「そうよ。ロディスがいないとなると、依頼を続行するには戦闘力不足って感じなんだけど………ユージ、索敵と同時に戦闘もこなせたりしない？」




　なるほど、そういうことか。




「索敵をしながらでも戦うことはできるぞ。スライムが魔法を使うと俺が魔力を消費するから、あまり乱発はできないけどな」




「問題ないわ。自分の身を守るくらいに戦ってくれれば、後は何とかなるはずよ」




「じゃあそれでいこう。受けた依頼が達成できるに越したことはないからな」




　そう言いながら俺は、プラウド・ウルフとスライム達を再度森へと送り出す。不意打ち対策には、戦力を分散させておくのが一番確実だからな。

　索敵も戦闘も、スライム達をあちこちに潜ひそませておけば何とかなるだろう。

　この際だから、使い勝手のよさそうな魔法を探ってみるか。




「じゃあ、それでお願いするわ。……となるとまずは野営ね。野営道具を回収したいから、安全確保を頼むわ」




「道具を回収するのはいいが、もう一度野営をするのか？　野営なら、さっきしたじゃないか」




「野営途中であんなことになったから、ちゃんと睡眠時間を確保できなかったじゃない。特にユージなんて自分の見張り番じゃなくてもロディスの脱走に気付くくらいだったんだし、ほとんど寝てないわよね？」




　なるほど。本来寝る時間で働いた場合には、そのぶん別の時間に寝るのか。

　異世界、ホワイトだな。




　ロディスのことはスライムが教えてくれただけなのだが、睡眠時間が短くなったことは間違いない。

　……ここはお言葉に甘えておくか。




「分かった。野営道具を回収しよう」




　そう言いながら俺は、スライム達に指示を出す。




『野営道具を取りに戻るから、魔物とかがいないかどうか確認しておいてくれ』




『『わかったー！』』




『了解ッス！』




　そう言ってプラウド・ウルフ達が、野営場所の安全を確認して戻ってくる。

　幸い、野営場所は魔物に荒らされることもなく残っていたようだ。




「私のテントも無事……っと。必要な野営道具は、これで全部ね」




　野営道具を確認し終えたティナが、そう言ってあたりを見回す。

　周囲はすでに明るくなり始めているようだ。




「この場所は盗賊にバレていたし、念のために場所を変えておくか」




「ちょうどいい場所を探すのが面倒だけど、そうした方がよさそうね」




　ティナは眠気のせいか、本当に面倒くさそうに呟く。

　……ここはちょっと、裏技を使ってみるか。




「野営場所なら、俺が探すぞ」




「えっ、テイムした魔物って、そんな力もあるの？」




「野営場所を探すための力はない。……だが、魔物が何を見ているかなら分かる」




　そう言って俺は、肩に乗っているスライムを摑つかむ。

　……これだけ多くのスライムが集まっていると、大きすぎて摑みにくいな。




『なあ、分裂してもうちょっと小さくなってくれ』




『わかったー！　……どのくらい、小さくなればいい？』




『ちょうど投げやすいくらいだ』




　それを聞いてスライムは、驚いた声を上げる。




『……もしかして、また投げるのー!?　いきなり投げられて、びっくりしたんだよー！』




『ああ。だから宣言しておく。これから俺はお前らを投げるが、嫌か？』




『んー……投げられるってわかってれば、大丈夫！』




『よし』




　そう言って俺は、集まったスライムの中から飛び出した１匹のスライムを、しっかりと摑む。

　そして、空高く放り投げた。




『ぎゃー！』




　叫び声を上げながら宙を舞うスライムの視界から、俺はいい立地を見つけた。

　ここから程よく離れており、周囲から発見されにくそうな窪地くぼちだ。




「いい場所があったぞ。視界が悪い場所の窪地だから、かなり安全なはずだ」




　そう言って俺は、見つけた場所へと進み始める。

　およそ10分後……俺達は、目当ての場所へとたどり着いた。




「……すごいわね……テイマーがこんなに便利な職業だったなんて……」




「ティナー、私はテイマーの冒険者も何人か知ってるけど、普通こんなことできないよー。ユージがおかしいだけじゃないかなー？」




「まあ、ユージがおかしいのはまず間違いないわね。こんなに強い職業を冷遇れいぐうするほど、ギルドは無能じゃないはずだもの」




　そんなことを話しながら、ティナとリーサは手早くテントを組み立てていく。




「じゃあ、見張りの順番を決めるわよ。野営の時間はお昼まででいいかしら」




「あ、見張りは任せてくれ。スライムに見張ってもらえば、それで十分だからな」




　そう言って俺は、周囲に散らばっているスライム達を指す。

　スライム達は葉っぱを食べたり木に登ったりと、思い思いの動きをしているようだが……こんな状態でも、危険が迫ればすぐにでも気付いてくれるだろう。

　スライムは本来弱い魔物だが、代わりに危機を察知する能力がとても高いのだ。




「……スライムだけで見張り？　本当に大丈夫なの？」




「ああ。ロディスの脱走に気付いたのも、俺じゃなくてスライムだしな。スライムが気付かない異変なら、俺だって気付かない」




「ユージがそこまで言うくらいなら、大丈夫そうね。……ありがとう、お願いするわ」




「ありがとうー」




　そう言ってティナとリーサは、自分達のテントに引っ込んでいった。

　それを見て俺も、自分のテントに潜り込む。




『昼になったら起こしてくれ』




『わかったー！』




　スライムに起床時間を伝えながら、俺は目を閉じる。




　……さて。色々とハプニングがあったものの、明日が依頼本番か。

　明日は何も起こらなければいいのだが。
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『ゆーじー、お昼だよー！』




　昼頃ひるごろ。

　俺おれはスライムの声で目を覚ました。

　スライムはティナ達も起こしてくれたらしく、俺がちょうどテントから出たタイミングで、２人も起きてきたようだ。




『見張りお疲れ様。……寝ている間、何もなかったか？』




『『『うんー！』』』




　俺の問いに、スライム達が元気よく答える。

　どうやら、今日の野営場所は平和だったみたいだな。




「よし、みんな起きたわね。15分後にここを出るわよ」




　周囲を見回しながら、ティナが指示を出す。




「分かったー」




「了解した。……荷物はスライムに持たせるか？」




　そう言いながら俺は、片付けたテントをまとめてスライムに渡す。

『スライム収納』は今まで隠していたが、ロディスがいなくなった今、そこまで警戒する必要もないだろう。




「えっ、そんなことできるの!?」




「なんかー、すごく楽できそうだね！」




　自分よりも大きい荷物をあっさりと取り込むスライムに、ティナとリーサが目を丸くする。




「ああ。もしスライムに何かあった場合、荷物がどうなるかは知らないけどな」




「……そう言われると、結構心配ね……いくら戦えるっていっても、スライムだし……」




　俺の言葉を聞いて、ティナが考え込む。

　そんな中、スライムが俺に言った。




『ボクが倒れても、荷物は他のスライムがもつよー！　……でも、ちゃんと守ってねー！』




　……どうやらスライムが倒れると、荷物は他のスライムが代わりに持つことになるようだ。

　消滅したりその場に散らばったりするのに比べたら、だいぶ安全だな。

　スライムの声は俺にしか聞こえないので、ティナに説明するのは難しそうだが……。




「よし、大きくて重要性の低いものだけ預けようと思うわ。ユージとスライム達は、それでいいかしら？」




「私もー！」




　スライムが倒れた時のことを説明するまでもなく、２人は結論を出したようだ。

　他人に貴重品を預ける訳にもいかないだろうから、順当な結論なのだろう。




「ああ。問題ない」




「ありがとう！　……じゃあ、お願いするわ」




「助かるよー！」




　そう言ってティナ達が、スライムに荷物を預ける。

　あまり期間の長い依頼ではないので、荷物が極端に多い訳ではないが……重さは恐らく５キロくらいはあるだろう。

　この荷物があるとないのでは、機動力が大きく変わる。




　こうして身軽になった俺達は、依頼を再開することになった。




「今日は３人だから、私が後衛でリーサが前衛ね。ユージは魔力が許す範囲でいいから、こっちに来そうな魔物の数を減らしてくれると助かるわ」




「りょうかいー」




「分かった」




　俺達は陣形じんけいを組み、森の奥へと進んでいく。

　その周囲を、スライム達による監視網が囲んでいる。




　……危険な森というだけあって、魔物の反応がなかなか多いな。

　これを見つける端から全部倒していると、魔力が追いつかないかもしれない。




　まあ、こっちに向かってきそうな魔物だけ倒せば、問題はないだろう。

　そう考えて俺は、スライムの視界を介して近くにいる魔物に狙ねらいをつける。




　……だが、せっかく魔物相手に色々な魔法を試せるチャンスだというのに、同じ魔法ばかり使うのはもったいない気がするな。

　この際だから、使い勝手のいい魔法を探してみたい気もする。




　しかし間違って『終焉しゅうえんの業火ごうか』クラスの魔法を使ってしまうと大惨事だいさんじが起こる上に、魔力が大変なことになってしまう。

　どうにかして、魔力消費の少ない魔法だけを探して……などと考えていると、頭の中に１つの魔法が浮かんだ。




『魔力リミッター』。

　どうやら、１回の魔法で使う魔力量を制限できる魔法のようだ。




　……便利な魔法だな。なぜ今までこの魔法に気付かなかったのだろう。




　まあ、自分で本を読んで覚えた魔法ではなく、スライムが魔導書を読んだ結果使えるようになった魔法だからだろう。

　スライムのおかげで習得した魔法は、使おうと思って初めて思い出す仕様みたいだからな。




　そんなことを考えつつ、俺は手持ちの魔法を探る。

　普段ふだんとは違って、頭に浮かぶ魔法はあまり強くなさそうなものばかりだ。

　どうやら『魔力リミッター』を使っていると、魔力消費の多い魔法はそもそも思い浮かばなくなるようだ。本当に便利だな。




　だが、今の状態だと魔力消費がどのくらいまでに制限されているのかが分からない。

　となると、もしかして……。




『魔力リミッター、上限10』




　声に出さずに心の中で唱となえると、頭に浮かぶ魔法の数が減った。

　どうやら、これで消費魔力の上限を調整できるようだ。

　どうせなら、最低まで落としてみるか。




『魔力リミッター、上限１』




　心の中で唱えると……魔法が４つだけ残った。

『微炎弾』『礫弾れきだん』『給水』『風斬きり』。

　この４つが、魔力消費１の魔法らしい。




　とりあえず、１つずつ試してみるか。




『ゆーじー、魔物だよー！』




　実験をしようと思ったところで、ちょうどよく狼おおかみ型の魔物がこちらに向かってきたようだ。




　外見からすると、強さはこのあたりの平均レベルといったところか。

　今までにいた街の雑魚ざこ敵と比べると、そこそこ強い気がする。

　今回は、こいつに実験台になってもらおう。




『魔法転送──給水』




　まずは、一番平和そうな魔法からだ。

　すると案の定、スライムから水が出た。




　……まあ、名前から想像がついた通り、水を出すだけの魔法だな。飲み物の確保に便利そうだ。

　だが戦闘には使えそうにないので、次の魔法を使ってみる。




『魔法転送──礫弾』




　今度は魔物に向かって、こぶし大の石が飛んでいった。




「ガァッ！」




　石が命中すると、魔物は怒りの声を上げながらもバランスを崩し、その場に倒れ込んだ。

　一撃で倒しきることはできなかったが、魔物を倒れ込ませる程度の威力いりょくはあるようだ。




　倒れた魔物に向かって連続で礫弾を放つと、４発でＨＰが０になった。

　……まあ、魔力消費相応そうおうといったところか。

　狼も、そこまで弱い魔物ではなさそうだったし。




『魔法転送──風斬り』




　さっきと同じ魔物を見つけたので、今度は風属性っぽい魔法を使ってみる。

　すると突然、狼の腹のあたりが小さく切り裂かれた。




　どうやら『風斬り』は、目に見えないようだ。

　目に見えないのは便利そうだが、威力はかなり低いらしく、魔物は困惑こんわくの声を上げながら周囲を見回している。




　そんな魔物に向かって、俺はスライムを介して『風斬り』を連射する。

　すると、ちょうど20回魔法を使ったところで、魔物のＨＰが０になった。




『礫弾』の５倍もの回数が必要になってしまったが、目に見えないというのは強みだな。

　これはこれで、覚えておいて損はない魔法かもしれない。




　次で最後だな。




『魔法転送──微炎弾！』




　スライムの近くを通りがかった狼型の魔物に向かってそう唱えると、ごく小さい炎の弾が魔物へと飛んでいった。

　炎の直径は、せいぜい３センチ程度。




　こんなサイズでは魔物に当たったところで消えておしまい、などと考えていたのだが……炎の弾は狼に命中した瞬間、狼の毛皮に激しく燃え広がった。

　そのまま狼は全身が炎に包まれ、数秒後にはＨＰが０になる。

　それだけでなく、狼の周囲の地面も少し焦こげていた。




　……微炎弾、強いな。

　魔物が燃えやすいかどうかによって相性あいしょうがあったりするのかもしれないが、それを差し引いても魔力消費１で使えていい威力じゃない気がする。

　ただ、燃え広がるとまずいときとか、洞窟どうくつ内で酸素の心配があるときには使えないな。




　扱いにくい魔法は威力が高くて、扱いやすい魔法は威力が低い。

　なかなかバランスが取れているようだ。

　何か１つ最強魔法があるような状態だったら、何も考えずにその魔法だけ使えばいいので楽だったのだが。




　そんなことを考えつつ、俺はこっちに来そうな魔物に、片っ端から微炎弾を撃ち込んでいく。




『微炎弾』は高威力とはいっても、所詮しょせんは魔力消費１の魔法だ。

　狼の魔物がたまたま燃えやすかっただけで、ほとんどの魔物には大して効かないんじゃないか、などと疑っていたのだが……意外と効く。




　さすがに全すべての魔物が一撃という訳にはいかないが、一撃で倒せない魔物も、それなりに燃えるのだ。

　魔法自体に、燃え広がるような仕組みがあるのかもしれないな。

　……室内では絶対に使えない魔法だが。




　そんなことを考えていると、ティナが言った。




「ねえ、何かおかしくない？」




「何がだ？」




「魔物が少なすぎるわ。これだけ歩いて１匹も出てこないなんて異常よ」




　ああ、うっかり近付いてきそうな魔物を、全部倒してしまっていた。

　俺達と先頭のスライムの間には結構な距離があるし、倒した魔物はスライムに回収してもらっているので、ティナが『魔物がいない』と勘違いしたのも仕方ないか。




「こっちに向かってきそうな魔物を、あらかじめスライムに倒させてたんだ」




「……スライムが魔法を使うと、ユージが魔力を消費するって話じゃなかった？　そんなに沢山たくさん倒したら、魔力消費が大変なことになりそうな気がするけど」




「そうでもない。確かにスライムは魔力を食うが、燃費のいい魔法を使わせるようにしてたからな」




「燃費のいい魔法？」




「ああ。炎系の魔法は、制御が難しい代わりに威力を出しやすいみたいなんだ」




「聞いたことのない話ね。それともスライムの魔法が特殊なのかしら。……ちなみに、何匹くらい倒したの？」




　倒した数か。

　数えてはいなかったが、感覚的にいうと……。




「大体30ってとこか。魔力はそんなに使ってないから、心配ないぞ」




「これだけの時間歩いて30匹なら、この森にしては運のいい方ね。……でも30匹も倒して心配ないって、凄すさまじい燃費のよさね……」




　そこまで言ってティナはいったん言葉を切り……空を見上げた。




「もしかして、空が暗い気がするのも、スライムのせいだったりする？」




　言われて俺が空を見てみると、確かに空が暗いような気がする。

　だが俺は、当然何もしていない。そもそも、空を暗くする理由なんて、俺にはないし。




　しかし、確かに変な空だ。

　特に曇っている訳でも、日が落ちてきた訳でもないのに、やけに暗い。

　日食の時の暗さに似ている気がするが、太陽は丸いままだ。




「不気味ね……。早く依頼を終わらせて帰りたいわ」




　全く同感だ。

　しかし残念ながら、スライム監視網につないだ『感覚共有』は一向にそれらしい反応を見つけられない。

　……念のため、スライムにも聞いておくか。




『なあ。何か変な様子とか、強い魔物の気配はあるか？』




『強いまもの、ぜんぜんいないよー！」




『強い魔物がいなさすぎて、逆に不気味なくらいだよー』




『変な魔力あるけど、魔物じゃなさそう！』




　どうやら周囲に目当ての魔物はいないようだが、スライム達も不気味さは感じているようだ。

　さて……どうなることか。




　◇




　空が不気味だという話が出てから、数十分後。

　相変わらず空は暗いまま……というか、以前より少しだけ暗くなったように見えた。

　そんな中……『魔物意思疎通そつう』を介し、スライムが騒ぎ始めた。




『ゆーじー、ゆーじー！』




『強そうな魔物が、急に近くに出たよー！』




『さっきまで、何もいなかったのにー！』




　さっきまで何もいなかったところに、急に魔物？

　そんなこと、あり得るのだろうか。

　……今まで地面に隠れていた魔物が、地上に顔を出したとかかもしれないが。




　そんなことを考えつつも、俺はスライムとの『感覚共有』を通して周囲の魔力反応を探る。

　すると確かに、それらしき大型の魔力反応があった。距離は１キロもない。




『これ、魔物に見つかりそうか？』




『ボク達は、見つからないと思うけど……ゆーじ達は、見つかっちゃうかも！』




　スライムの言葉を聞いて、俺は即座にティナ達に告げた。




『ここから向こう側に１キロくらい行ったところに、でかい魔物が出た！』




　俺がそう言うと……ティナは一瞬だけ考えて、それから迷いなく告げた。




「撤退てったいするわよ！　近くに安全なルートがあるわ！」




「分かった！　案内してくれ！」




「了解！」




　ティナの案内で、俺達は走り出す。

　偵察ていさつのためにスライムを何匹か森に隠れさせているが、後で回収する予定だ。




「見つかった魔物って、アース・ドラゴンで合ってるの？」




「まだ姿までは分からないが……様子を見てみる」




　そう言って俺は、スライムの１匹に厳重な隠蔽いんぺい魔法を施ほどこして、顔を出させる。

　そこに映うつったのは……ギルドで見たアース・ドラゴンとは、だいぶ違った魔物の姿だった。




　一応、ドラゴンらしい姿をしているが……サイズはアース・ドラゴンより二回りほど大きく、全長にして10メートルはある。

　依頼の前に聞いた話では、アース・ドラゴンはせいぜい５メートルだ。




「これ、アース・ドラゴンじゃないぞ！　もっと大きいし、強そうだ！　……アース・ドラゴンが見つかるまで、調査を続けるか？」




「アース・ドラゴンより危険度の高い魔物が見つかったなら、その魔物の場所と特徴を伝えれば依頼は達成扱いになるわ！　依頼書より危険な魔物が見つかった場合は、むしろ報酬ほうしゅうが増えることが多いわね」




　どうやら、違う魔物でも問題ないようだ。

　依頼の目的は森にある危険の調査なので、他に危険な魔物が見つかっても目的は達成されたということなのだろうか。

　そんな話をしていると、目の前に深い谷が見えてきた。




「あそこに入るわよ！」




　そう言ってティナは、その谷を指す。

　谷底はそれなりに歩きやすそうだが、谷の両側はかなり切り立った崖がけになっているようだ。




「……あんなところに入ったら、もし魔物と出会った時に逃げ道がなくないか？」




「あの谷はデライト渓谷けいこくっていって、このあたりの有名な安全地帯よ。地形の問題で大型の魔物には居心地いごこちが悪いみたいで、強い魔物は入ろうとしないのよ」




「デライト渓谷なら、大丈夫だと思うよー。確か過去１００年くらい、Ｃランク以上の魔物の出現はなかったはずだし」




　どうやら目の前の谷は、安全な場所として有名らしい。

　逃げ道のない場所に入るのはなんとなく心配だが……冒険者としての経験が長い２人が言うのなら、安全地帯というのは本当なのだろう。

　念のため、偵察を頼むか。




『プラウド・ウルフ、俺達から２キロくらい先行して、様子を見ておいてくれ』




『了解ッス！』




　プラウド・ウルフは一刻も早くあの森から出たかったのか、背中に数匹のスライムを乗せて、意気揚々いきようようと谷へ入っていった。

　その後から、俺達も谷の中を進む。




　それから、10分ほどが経たった頃ころ。

　スライム達が、例の急に現れたドラゴンの反応を捉とらえた。




　どうやらあのドラゴンは、谷の入り口あたりにいるようだ。

　これで、引き返す選択肢がなくなった。もし谷の中に強い魔物でもいたら、どちらかと戦う羽目になる。




「ちなみにこの谷、どのくらい続くんだ？」




「30キロくらいね。少し遠回りなルートになるけど、谷底を歩いているだけでデライトの森を抜けられるわ」




　結構長いな。

　まあ、安全なルートであれば多少続いても問題はない。

　せいぜい、今日が１００年ぶりのデライト渓谷に強い魔物が現れる日ではないことを祈るとするか。
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「なんかちょっと、普段ふだんと雰囲気が違うわね」




　谷を進んでいる途中で、ティナがそう呟つぶやいた。




「そうなのか？」




「デライト渓谷けいこくには時々来るけど、やけに静かなのよ」




「スライム達が魔物を倒してるから、そのせいじゃないか？　倒す前の魔物の数は、森の中より多いくらいだぞ」




　俺おれはプラウド・ウルフ達の安全を確保するために、偵察ていさつのついでに周囲の魔物を倒している。

　その数は、森の中を移動していた時より多い。




　強い魔物は今のところ出てきていないが、弱い魔物は普通にいるのだろう。

　そう思っていたのだが……。




「森の中より魔物が多いって、それ本当？」




「ああ。スライム達に偵察させた範囲だと、本当だ。森に比べて、そんなに多いって訳じゃないけどな」




「おかしいわね……。普段は、デライト渓谷に入ると一気に魔物が減ったように感じるんだけど……。ユージ、ちょっと魔物を倒すのをやめてみてもらえる？」




「ああ」




　そう言って俺は、スライム達とプラウド・ウルフに指示を出す。




『いったん戻って、俺達と合流してくれ。ちょっと様子を見たい』




『わかったー』




『了解ッス！』




　そう言って、プラウド・ウルフとスライム達が戻ってくる。

　それから少しして、俺達の元へとたどり着く魔物が増え始めた。




「うわ、これは多いわね……」




「森の中と変わらない感じだねー。おかしいなー」




　谷の中の様子を見て、ティナとリーサが呟く。

　どうやら今のデライト渓谷は、異常事態にあるらしい。




「いったん引き返して、別のルートを使った方がいいかしら？」




「いや、引き返すのは難しい。例のドラゴンは、谷の入り口あたりにとどまってるみたいなんだ。あいつが動かないと、引き返すのは危険だ」




「……厄介やっかいな位置にいるわね……。となれば、この状況への対処は１つよ」




「対処？」




「デライト渓谷をできるだけ速く駆け抜けながら、何も起きないように祈る！」




　……それは対処と呼べるのだろうか。

　まあ、他に手がないのも確かなのだが。




「了解！」




「分かったー！」




　こうして俺達は、デライト渓谷を一気に駆け抜けることになった。祈りながら。

　だが……さっそく問題が起き始めたようだ。




『ゆーじー！　魔物がいたよー！』




『まえのより、つよそうだよー！」




　そう言ってスライムが、魔物の方を見る。




　どうやら、魔物は『レッドベア』のようだ。

　倒すのが難しい……といったレベルの魔物ではなさそうだが、ギルドではＣランクとして扱われていた気がする。




　だがギルドの言うことが正しければ、このデライト渓谷にＣランク以上の魔物はいないはず。

　……一応、確認してみるか。




　そう考えて俺は、スライムを介してレッドベアに攻撃を仕掛ける。




『魔法転送──火球かきゅう！』




　俺が心の中でそう唱となえると、レッドベアへと火の玉が飛んでいき、焼き尽くした。




　どうやら、一撃で倒せたようだ。

『火球』は劣化版の『微火球』と比べるとだいぶ魔力消費が大きいが、威力いりょくは段違いだな。




『今倒した魔物を、こっちに運んできてくれ』




『了解ッス！』




　そう言ってプラウド・ウルフ達が、俺達の元へと倒した魔物を運んできた。

　その魔物を指して、俺はティナに聞く。




「この魔物って、Ｃランクで合ってるか？」




　そう言って俺は、熊のような姿をした魔物の死体をティナに見せる。




　それを見て、ティナは即答する。




「Ｃランクのレッドベアね。……もしかして、この谷で倒したの？」




「ああ」




　さっきティナは、このあたりに強い魔物が現れないのは居心地いごこちが悪いのが理由だと言っていた。

　過去１００年間もＣランク以上が見つかっていないということは、その居心地の悪さは相当なものなのだろう。




　だが別に、強い魔物が入れないように結界が張ってあったりする訳ではない。

　居心地以上の理由があれば、強い魔物は谷へと入ってくるはずだ。




　問題はその理由だが……もしかして、空が妙に暗いのと関係があるのだろうか。

　そんなことを考えていると……スライムの声が聞こえた。




『ゆーじー！』




『アース・ドラゴンがきたよー！』




　……マジかよ。

　依頼の対象が見つからないと思っていたら、こんなところにいたのか。




　しかも最悪なことに、アース・ドラゴンは俺達の方へ向かって真まっ直すぐ走ってきているようだ。

　そしてデライト渓谷の入り口は、相変わらず謎なぞのドラゴンに塞ふさがれている。

　……戦うしかないか。




「アース・ドラゴンだ！　こっちに向かってくるぞ！」




「噓うそ！　こんなところに!?　……入り口にいたドラゴンは、まだいる？」




「ああ。バレずに通り抜けるのは難しそうだ。……アース・ドラゴンって、強いのか？」




　俺の言葉を聞いて、ティナは呆あきれたような顔をする。

　それから、すぐに答えた。




「アース・ドラゴンはＢランク上位、普通の森とかに出てくる魔物の中だと、ほとんど最強クラスよ。じゃなきゃ調査依頼が出たりしないわ！」




　……なるほど。

　俺はまだランクとかの感覚をあまり摑つかんでいないのだが、そんな感じなのか。




　だが谷の入り口を見張っているドラゴンに比べれば、アース・ドラゴンはだいぶマシな強さに見える。




　この世界に来たばかりの頃に倒したドラゴンは……もうあまり記憶にないな。

　だが、倒せる可能性はありそうな気がする。




「試しに、スライムを使ってアース・ドラゴンに攻撃を仕掛けてみる」




「本気!?　アース・ドラゴンはＣランク冒険者が束たばになっても敵かなわない魔物よ！　こっちに来ないのを祈るしかないわ！」




「倒すのは、ちょっと無理だと思うなー。それより刺激しないようにして、向こうから引き返してくれるのを待つしかないんじゃないかなー」




　そう言ってティナとリーサは、俺がアース・ドラゴンに攻撃を仕掛けるのを止めにかかる。

　しかし……そう言っていられる時間はなさそうだ。




　相談している間に、アース・ドラゴンは俺達との距離をどんどん詰めてくる。

　アース・ドラゴンの足は、とても速いらしい。




　そうして、相談してから数十秒後……ついに俺達の元にも、アース・ドラゴンの足音が聞こえるようになった。

　アース・ドラゴンとの距離は５００メートルを切り、もう俺達の目でも確認できる。




「これは……ちょっと無理ね……。壁に張り付いて、見逃してもらえるのを祈るわよ！」




「走って逃げたところで、追いつかれるのが何秒か遅くなるだけって感じだねー……。運良く生き残れることを祈ろう！」




　どうやらティナ達は、まともな対処をあきらめたようだ。

　ティナとリーサは、崖がけのくぼみへと駆け込んで、アース・ドラゴンが気付かず通り抜けるのを待つ構えに入った。




　だが、俺はまだアース・ドラゴンの討伐とうばつをあきらめていない。

　別に倒せなくても、撃退すれば俺達の勝ちだ。




『魔法転送──極滅きょくめつの業火ごうか！』




　俺はアース・ドラゴンの近くにいたスライムへと、魔法を転送する。

　魔力が一気に削れる感覚とともに、アース・ドラゴンがいた場所が巨大な炎に包まれる。




　そのまま様子を見ていると、炎がおさまり、中の様子が見え始めた。

　そこにいたのは、アース・ドラゴン……の、死体だった。




　手足や尻尾しっぽの先は炭化たんかして原形をとどめなくなっているが、間違いなくアース・ドラゴンだ。

　なんだ。一撃じゃないか。




「倒したぞ！」




　俺は周囲の安全を確認してからティナとリーサに話しかける。

　しかし２人は壁に張り付いたまま、微動だにしなかった。もちろん返事もない。

　ＨＰが減ったり、状態異常になっている様子はないので、恐らくまだアース・ドラゴンに気付かれないよう、息を殺しているのだろう。




　……それから１分ほど経たって周囲が静かになると、ようやく２人はこっちを向いた。

　そして……黒焦くろこげになっているアース・ドラゴンを見て、驚きの声を上げる。
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「ウソー！　まさか、本当に倒せた!?」




「てっきり、絶望のあまりアース・ドラゴンを倒した妄想もうそうを始めたとばかり……」




　……なんだか、すごく失礼な勘違いをされていた。




「まさか本当に、スライムの魔法でアース・ドラゴンを倒したの!?　ユージが単独でアース・ドラゴンを倒したなら、ユージはＡランクに近い力を持ってることになるんだけど……」




「単独じゃなくて、スライムと協力して倒したぞ」




　俺がどこからでも攻撃を仕掛けたり偵察したりできるのは、ほとんどスライムのおかげだ。




　テイムしている魔物がいなくても『極滅の業火』とかは使えるが、今に比べればはるかに戦いにくくなるだろう。




「テイムした魔物の戦力は、テイマー自身の戦力と同じ扱いよ。……とんでもない規格外ね……」




「なんか、ユージがいれば大体の依頼は達成できそうな気がしてきたねー」




「アース・ドラゴンを倒した魔法は魔力消費がやたら多いから、あんまり連発できないけどな」




　それを聞いてティナは、呆れたような顔をする。




「あんまり連発できないって言い方だと、少しならアース・ドラゴンを倒せるような魔法を連発できるように聞こえるんだけど……」




「少しなら撃てるな。あんまり魔力を使うと体調が悪くなるから、できれば使いたくないが」




「いや、そんな性能の魔法を連発して『体調が悪くなる』で済むとか、反則だと思うけど……」




　そんなことを話している途中、俺は１つ重大なことに気付いた。

　今回の依頼に関かかわることだ。




「そういえば調査依頼って、依頼対象を倒してしまった場合はどうなるんだ？　依頼失敗か？」




　今回の依頼の内容は、あくまでアース・ドラゴンの調査。

　代わりの魔物を見つければ達成扱いになるようだが、倒してしまった場合はまた別なのではないだろうか。

　そう思って聞いたのだが……。




「今回の場合は、成功になるはずよ。できれば倒したいけど、倒せないから調査しようって感じの依頼だと思うし。むしろ追加報酬ほうしゅうがもらえそうね」




　そう言ってティナは嬉うれしそうな顔をして……それから今度は、申し訳なさそうな顔になる。




「……そういえば今回、私達は何もやってないわよね。これで追加報酬まで受け取っていいのかしら……」




「言われてみると、今回活躍してるのってユージばっかりだよねー。私達で、アース・ドラゴンなんて倒せる訳ないしー」




　どうやら、依頼への貢献度こうけんどのことを気にしているようだ。

　俺は別に気にしていない……というか、冒険者としての経験が長いティナ達が方針を決めてくれるので、とても動きやすかったのだが。

　実際に魔物を倒したのはほとんど俺だが、もし俺が１人で依頼をやっていたら、ここまでスムーズにはいかなかっただろう。




「報酬は普通に分配でいいぞ。俺は冒険者としての経験が浅いから、１人じゃどう動けばいいかよく分からなかったしな」




「経験が浅くてそれって……まさしく規格外ね……」




「そう言ってくれるなら、報酬はありがたくいただくよー。そろそろ武器を買い換えないといけないから、色々大変だったんだよねー」




「すごく助かるのは間違いないわね。やっぱり、申し訳ない感じがするけど……」




　どうやら２人もそんなに金の余裕がある訳ではないようだ。

　まあ、仮に断られたとしても、報酬の取り分は押しつけるつもりだったのだが。

　もともと、報酬は分配という条件でのパーティー編成だったからな。




「その代わり、依頼の報告を手伝ってくれ。俺だけだと、森の状況とか魔物の特徴を説明できないからな」




「分かったわ！」




　◇




　それから、数時間後。




　俺達はデライト渓谷を抜け、街の門へとたどり着いていた。

　帰りもそこそこ魔物には遭遇そうぐうしたが、大して強い魔物はいなかったので、特に苦労することはなかった。




　プラウド・ウルフも、無事にほとんどのスライムを回収できたようだ。

　ちなみに残されたスライムは別に見捨てられたとかではなく、森を見張るために残しておいて、後で回収予定だ。




　ただ１つ気になるのは、あの空の暗さだな。

　デライト渓谷を出たら明るくなったが、原因は未いまだ分からないままだ。

　残したスライムの視界を見る限り、まだ空は暗いみたいだし。




　そんなことを考えていると……ティナが言った。




「とりあえず、急いでギルドに行くわよ。倒した魔物の報告は遅れても大丈夫だけど、ギルドが把握はあくしていない魔物の報告は緊急ね」




「先を越されると、報酬がすごい下がっちゃうんだよねー」




　どうやら、強い魔物の第一発見者というのは、報酬の上でも大事なことらしい。

　まあ、危険な魔物をいち早く見つけられれば色々と対処ができるので、ギルドとしても優先度が高いのだろう。

　そんなことを考えつつ、俺達はギルドへと入る。




「緊急の報告よ！　支部長はいる？」




　ティナはギルドに入るなり、窓口に向かってそう言った。

　窓口に居た男はそれを聞いて、不可解ふかかいな顔をする。




「支部長？　依頼の報告なら普通の窓口で受け付けるぞ。それとも、異常事態の報告なのか？」




「異常事態の報告よ。デライトの森に災害級の魔物が出たわ」




「災害級？　……アース・ドラゴン以外でか？」




「アース・ドラゴンとは別件よ。最低でもＢランク、へたすればＡランクね」




　それを聞いて窓口の男は、面食らったような顔をする。

　そしてすぐに神妙しんみょうな表情になり、ティナに答えた。




「……分かった。支部長を呼んでくる」




　それから、数分後。

　窓口の男が、支部長を連れて戻ってきた。




「異常事態の報告とのことだが、Ａランクの魔物が出たという話は本当か？」




　支部長はティナの顔を見るなり、そう尋たずねる。

　どうやらＡランクの魔物というのは、かなりの重大案件らしい。




「そうよ。詳しいことは、Ｂ級索敵者のユージが知ってるわ」




「分かった。こっちに来てくれ」




　そう言って俺達が案内されたのは、ギルドの会議室だった。

　俺はそこで、デライトの森で見たドラゴンについて話したのだが……。




「……あまりに情報が少ないな。他に何かないのか？」




　支部長の反応は、こんな感じだった。

　……極きわめて普通の反応だ。




　なにしろ魔物の名前は分からないし、強さも実際に戦って判断した訳ではなく、見た目と魔力の印象で推測しただけなのだ。

　スライムの魔力探知能力はかなり高いが、強さを証明できる訳じゃないからな。




　しかし、他の情報か……。

　カメラでもあれば、ドラゴンの写真とかを撮って証拠にできたのだが。

　……カメラの代わりになるような魔法、ないだろうか。




　そう考えて俺は、自分の記憶を探ってみる。

　すると……それっぽい魔法があった。




『念写ねんしゃ』




　俺が心の中でそう唱えると、俺が手に持った紙に、谷の入り口に立つ例のドラゴンの姿が写った。

　成功のようだ。




　どうやらこの『念写』は、俺が見たことのある景色をそのまま紙に印刷するらしい。

　しかも、ご丁寧ていねいに色までついている。カラー印刷だ！




「これが、例のドラゴンの姿です」




　俺はそう言って、ドラゴンが写った紙を渡す。

　強さの証明にはならないが、周囲に木が写っているので、サイズ感は分かるだろう。




「……ちょっと待て。こんな精密な絵、どこで手に入れた？　まさか森の中で、巨大な魔物を前にのんびり絵を描いていた訳じゃないよな？」




「これは、スライムの力です。見た景色をもとに、短時間で絵を作ってくれるんですよ」




「スライムに、そんな能力が……？　専門の画家に描かせても、ここまで精密な絵は無理だと思うんだが……」




　そう言いながら支部長が、絵をよく見る。

　そして、呟いた。




「……見たことのない魔物だな。だが外見の特徴からすると、かなり強力な魔物だ。Ａランク級でもおかしくはない。……この魔物についての資料を探りたいから、１日ほど待ってもらえるか？　場合によっては、追加の調査依頼を出すことになるかもしれない」




　こうしてドラゴンの件は、翌日に持ち越しになった。




　謎のドラゴンについての報酬は、調査の結果次第のようだ。

　かなり強力な魔物の気がするが、街に危険が及およばなければいいのだが。




　◇




「じゃあ、次は依頼の報告ね。謎のドラゴンは一旦置いておいて、アース・ドラゴンのぶんの報酬をもらうわよ」




　支部長との話が終わったところで、ティナがそう宣言した。




「いっぱいもらえるといいねー」




「盗賊とうぞくの懸賞金もあるな」




　そう言って俺達は、ギルドの窓口へ向かった。

　ギルド窓口との交渉は、ギルドに慣れたティナとリーサがやることになっている。

　俺は相場そうばなどを知らないからな。




「リーエル、依頼の報告よ」




　ティナが選んだのは、一番左の窓口だ。

　名前を呼んでいるところをみると、受付嬢うけつけじょうと顔見知りらしい。




「分かりました。アース・ドラゴンの調査依頼ですね。ロディスさんがいないようですが……」




「ロディスは盗賊の仲間だったから、討伐したわ」




　ティナの言葉を聞いてリーエルは、驚いたように目を見開く。

　それからリーエルは、手元にある水晶玉のようなものに目をやった。




　恐らくあの水晶玉は、噓発見器のようなものだろう。




　使われ方の雰囲気からして、そこまで万能な代物ではなさそうな気がするが……依頼達成の判定をするのには十分なのかもしれない。




　そして水晶玉が光らないのを見て、リーエルは申し訳なさそうな顔で言った。




「評判が悪いという話は聞いていましたが、盗賊でしたか……。見抜けなかったのはギルドのミスです。申し訳ありません。無事でよかった……」




「無事だったのは、ほとんどユージのおかげね。まあギルドが気付けなかったのも仕方ないと思うわ。相手はゲリオスの盗賊団だったし」




「ゲリオス!?」




　それを聞いてリーエルは、さっきまでとは比べものにならないほど驚いた表情になった。

　どうやらゲリオスは、ものすごいネームバリューのある盗賊だったらしい。




「ゲ、ゲリオスって……本当に、よく生きて帰れましたね……」




「生きて帰るどころか、ゲリオスを倒したわよ。……全部ユージがやったようなものだけど」




「えっ!?」




　そう言ってリーエルが、また水晶玉を見る。

　やはり、水晶玉は光らない。




「あと倒した盗賊は、エイジとジリオン……」




　そう言ってティナは、盗賊の名前を列挙していく。

　盗賊の名前、全員分覚えてたのか……。




　ティナの記憶力がいいのか、盗賊が有名なのか判断に困るところだが……恐らく、両方なのだろう。

　全員分の名前を聞き終わって、リーエルが言った。




「有名な盗賊ばかりですね……。さすがはゲリオスの盗賊団……。懸賞金を全員分足すと、４００万チコルになります！」




　４００万か。




　ゲリオスの懸賞金は２５０万チコルだったはずなので、残り全員の懸賞金を足しても１５０万にしかならないということになるな。

　ゲリオスは、それだけ有名な盗賊だったということだろう。




「懸賞金だけで４００万って……元々の依頼より、こっちの方がメインになりそうだねー」




「でも、元の依頼の方もすごいわよ」




　ティナの言葉を聞いて、リーエルは怪訝けげんな顔をする。

　それから、俺達に尋ねる。




「あれ？　ティナさん達が行ってた依頼って、アース・ドラゴンの調査依頼だったはずですよね？」




「元々の依頼はそうね。でも、倒したわよ」




「倒した？　何をですか？　……まさか、アース・ドラゴンなんてことは……」




「そのまさかよ。倒したのはユージだけど」




　それを聞いて、リーエルはきょとんとした顔をする。

　次にリーエルは『ティナが何を言っているのか理解できない』といった様子になり……

　最後に、驚きの表情で叫さけんだ。




「えええええぇっ!?　Ｅランク２人と、Ｆランク１人でですか!?　ありえません！」




「噓じゃないわよ。それを見れば分かるわ。倒したのは３人でじゃなくて、ユージ１人だけど」




「私達は、崖に隠れてただけだしねー」




　そう言ってティナが、さっきの水晶玉を指す。




「た、確かに光りません……。アース・ドラゴンの討伐となると、報酬は確か１０００万……調査依頼の報酬を合わせると、１００７万チコル！」







[image: ]










　そんなにもらえるのか。

　調査依頼の報酬（７万）も追加でもらえるようだが、元の依頼の報酬が誤差に見えてくる。




「え、ええと……報酬は合計で、１４０７万チコルですね……。額が大きいので、ちょっと待って下さい！」




　そう言ってリーエルはギルドの奥へと引っ込み、何人かのギルド職員を連れて戻ってくる。

　そして、協力して金を数えると、俺達に手渡した。




「凄すさまじい額になったわね……。えっと、分配はどうしようかしら？」




　すごく重そうな金貨入りの袋を受け取ったティナが、もらった金貨袋をそのまま俺に渡しながら尋ねる。

　分配の仕方なら、さっき決めたはずなのだが。




「山分けにするって、最初に決めたじゃないか。１４０７万ならちょうど３で割れるし。１人４６９万チコルだ」




「……本当にいいの？　依頼を達成したのは、ほとんどユージよ？」




「ああ。もし俺が倒してたら、俺は盗賊が賞金首だったことにさえ気付かなかったはずだし」




　そう言って俺は袋から自分の取り分を取り出し、残りをティナに返した。

　自分の分の金貨は、スライムに預けておく。




『しまっておいてくれ』




『わかったー』




　スライムが金貨をしまい込むのを見ながら、俺は謎のドラゴンのことを考えていた。

　アース・ドラゴン討伐で報酬が１０００万チコルなら、それ以上に強いドラゴンを倒したら報酬はどこまで跳ね上がってしまうのだろう。




　……まあ、できれば戦いたくはないのだが。
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　翌日。

　俺達おれたちは、ギルドの会議室へと集まっていた。




　この前の報告より、だいぶ大きい会議室だ。

　集まった数も20人ほどで、大規模だいきぼな会議といった印象だな。

　役職も冒険者やギルド職員から司祭しさいまで、様々だ。




「これより『デライトの青いドラゴン』対策会議を始める」




　全員が集まったところで、支部長がそう宣言した。

　どうやら例のドラゴンには『デライトの青いドラゴン』なる名前がついたらしい。




　こんな命名になっているということは、恐らく今までに確認されたことのあるドラゴンではなかったのだろう。

　そんなことを考えていると、支部長がまた口を開いた。




「デライトの青いドラゴンは、アース・ドラゴンの調査をしていた冒険者パーティーによって発見された。今までに知られている魔物とは別の種類で、似たドラゴンすら存在しない……ということで、合っているな？」




　そう尋たずねられて、支部長の隣に座っていた男が答える。




「それで間違いありません。少なくともギルドの保有する魔物図鑑には、こんな竜は載っていません。……目当ての竜の絵は、正確なのですか？　極きわめて精密な上、色までついている。こんなものが魔物の目の前で描けるとは思えませんし、うろ覚えで後から描いたものでは？」




「……俺もそう思ったが、冒険者ユージのスライムは色々と特殊らしい。……ユージ、もしよければ、アース・ドラゴンの絵も描いてみてもらえるか？」




　そう言って支部長は、俺に１枚の紙を手渡した。

　これは、俺の『念写ねんしゃ』で描いた絵がどのくらい信用できるのかを探るために、姿の分かっている魔物の絵を描いてほしいということだろう。

　幸い『念写』の魔力消費は非常に少ないので、気軽に試せる。




『念写』は一応スライムのせいということになっているので、俺はスライムを紙の上に載せて、心の中で唱となえる。




『魔法転送──念写』




　すると、紙にアース・ドラゴンの絵が浮かび上がった。

　相変わらずのカラー印刷だ。




「おお！」




「か、完璧かんぺきにアース・ドラゴンだ……一瞬でこんな絵を完成させるなんて、あのスライムは化け物か……」




「そのスライム、売ってもらえないか？　１００万……いや、２００万出す！」




　完成した絵を見て、会議に出ていた人々が騒ぎ始める。

　挙あげ句くの果てに、会議の目的とは全く関係のない商談を始めようとする奴やつまでいた。

　そもそも『念写』は俺の魔法なので、スライムを買い取ったところで全く意味はないのだが。




「これで、ユージのスライムの力が分かっただろう？　この絵は正確だと見るべきだ」




「……なるほど。しかし仮にそうだとなると、この魔物に関係のありそうな資料はあの本だけということになる」




　そう言って男が、小柄な司祭の手に収まった１冊の本を指す。

　その本はボロボロで、タイトルはもう読むことができない状態だ。




「さすがに違うと思いますが……」




　司祭はそう言って、不安そうな目でボロボロの本を見る。

　どうやら、何か事情があるようだ。




「一応、その本に書かれている魔物について説明してもらえるか？　似た姿の魔物が神話に描かれていたという話は聞いたが、青い竜が出てくる神話など聞いたこともないからな」




　支部長がそう言うと、司祭が答える。




「知らないのも当然です。この神話はとてもマイナーな上、読めない部分がほとんどですから。このページが読めるのも、ほとんど奇跡きせきみたいなものです」




　そう言って司祭が、丁寧ていねいな手つきで本のページを開いた。

　本はボロボロすぎて、少しでも乱暴に扱ったらページが破やぶれてしまいそうだ。




　そんな本の中に……俺が見たのと全く同じ竜の姿があった。




「……見た目は極きわめて近いな。神話の中だとこのドラゴンは、どんな魔物なんだ？」




「このドラゴンは、非常に強力な水の魔力を持った竜です。神話の中でこの竜は空を覆おおう暗闇くらやみとともに成長し、育ちきった時には３日で１つの大陸を滅ぼしたとあります」




「３日で大陸をか。まさに神話級の魔物だな……さすがに大陸を滅ぼすような魔物がデライトの森などに現れるとは思えないが……」




「私もそう思います。外が暗い様子もないですし……」




　そう言って司祭は窓から外を見て……呟つぶやいた。




「……普段ふだんより、少し暗い気がしませんか？」




「噓うそだろう？」




　そう言って支部長達も外を見る。

　俺もスライムを介して、外の様子を見てみた。

　確かに、普段より暗いような気がする。




「確かに、普段より少しだけ暗いな」




「まさか本当に……」




「いや、偶然ぐうぜんだろう」




　そう言って会議の参加者達が、不安そうな顔をし始める。

　……そういえば、デライトの森も普段よりだいぶ暗かったな。

　もしかして……。




「その空を覆う暗闇っていうのは、どんな感じなんだ？」




　俺は嫌な予感を覚えて、そう司祭に聞く。

　すると、司祭が答えた。




「神話によると、はじめは空の一部が薄暗い程度で、それから段々と暗闇が濃く、大きく広がっていったそうです。その間、空は雲１つなかったとも描いてあります」




　……言われてみると、デライトの森から見える空は、雲１つなかった気がする。




『なあ。デライトの森に、雲はあったか？』




『なかったよー』




『雲１つない、いい天気でしたね！　ちょっと暗いのが気になったッスけど！』




『帰るときとか、けっこうくらかったよねー』




　一応魔物達にも聞いてみたが、どうやら気のせいではなかったようだ。

　これは……本格的にヤバい感じになってきたな。




「俺達が調査依頼をやっている間、デライトの森が妙に暗かったり、空に雲１つなかったりしたんだが……これは、その特徴と一致するよな？」




「……しますね」




　会議室に、重苦しい沈黙が漂う。




　地球であれば、神話に出てくる竜の心配をする必要などないだろう。

　だがこの世界は、魔法もあれば魔物もいる世界なのだ。

　神話に本当のことが書いてあっても、不思議ではない。




　……だが、もし『デライトの青いドラゴン』がその神話の竜だとしたら、対処のしようがない。

　いくら強い冒険者を集めたところで、１匹で大陸を滅ぼすような竜が相手では何の意味もないだろう。




「ちなみにそのドラゴンが完璧に成長するまで、どのくらいかかるんだ？」




　大陸を滅ぼすようなドラゴンなど、成長するにも神話じみた時間が必要なのではないだろうか。

　もしドラゴンが育つのに１００年かかるのなら、その間に対策を考えればいい。

　そんな希望は、司祭の言葉で打ち砕かれた。




「──３日です」




「３日だと!?　まともに討伐とうばつ隊すら編成できないじゃないか！　もうちょっと長くならないのか!?」




　司祭の言葉を聞いて、支部長がそう叫ぶ。

　たった３日では、周辺の街から強い冒険者を集めるなど不可能だろう。




　だが司祭は、支部長の言葉に静かに答えた。




「この神話には、竜が『見つかって』から３日で成長したとあります。我々がこの竜を見つけたのがもっと早い段階なら、時間はもっとあるかもしれません。……ですが、もし『デライトの青いドラゴン』が神話の竜なら、３日でも１年でも同じことでしょう。いくら精鋭を揃そろえたところで、人間に勝てる相手ではありません」




「……では、神話ではどうやって対処をしたんだ？　記録が残っているということは、難を逃れた者がいるのだろう？」




　そう言って支部長が、本を見る。

　神話の内容が現実に起こったこととして議論されているのが、異世界らしいな。

　地球では、こんな役所みたいなところで神話の竜への対抗策を考えることなんて、まずないだろうし。




「神話では、この竜は神に匹敵ひってきする力を持った『使者』が倒したとあります。……具体的な方法は、文字が消えてしまっていて読めませんが」




「……確かに、神に匹敵する力を持った奴がいれば倒せるだろうな。問題は、そんな奴は現代に存在しないということだが」




　そう言って支部長は考え込んだ。

　だが、取れる手段など１つしかないだろう。




　３日で大陸を滅ぼすような存在が相手では、逃げたところで無駄だ。

　そんな竜を倒せるはずもない。




　となれば、もう神に祈るくらいしかやることがない。

　そう考えていたのだが……ふいに支部長の表情が明るくなり、そして叫さけんだ。




「……いや。デライトの青い竜が生まれた理由には、心当たりがあるぞ！　例の竜は神話とは違う！」




「心当たり？」




「ああ。今から30年ほど前、王都の大教会が３０００人も司祭を集めて儀式をやっていた。あの儀式は確か、30年後に発動するという話だっただろう？」




「……神霊召喚のことですか。成功していれば今から２週間ほど前に神霊が召喚されるはずでしたが、あれは完全に失敗です。何も起きませんでした」




　２週間前……ちょうど俺がこの世界に来た日くらいか。

　確かに、その頃ころに例の竜が現れた可能性は十分にあるな。

　あれだけ森の奥にいれば、２週間くらい見つからなくてもおかしくないし。




「失敗した結果、竜が現れた可能性はないのか？」




「考えにくいですね。３０００人程度の儀式で呼べるほど、神話の竜は甘くありません。それに私もあの儀式には参加しましたが、あの術式は人の形をしたもの以外は召喚できないように作られていました」




「ああ。だから例の竜は神話より弱い、３０００人程度の力で呼べる竜ではないかと思ってな。人の形云々うんぬんは……」




「そのクラスの竜に、空を暗くするような力などありませんよ。……では、私はこれで失礼します」




　そう言って司祭は席を立った。




「おい、どこに行くつもりだ」




「教会です。祈りを捧ささげるために」




　そう言いながら、司祭は部屋を出て行く。

　その姿には、体格に似合わない妙な迫力があった。




　そんな司祭を見ながら、支部長が呟つぶやく。




「もはや、祈るほかないか……」




「あの司祭は信用できるんですか？　神話の竜や大教会の儀式を完全に理解している者など、ほとんどいないはずです。そのような人物が、こんな小さな街にいるでしょうか？」




　沈痛な面持おももちの支部長に、若いギルド職員が聞く。

　確かに、司祭というのは教会の中ではあまり高い地位ではないはずだ。




　その司祭が言っているだけで、ドラゴンを神話の存在扱いするのはあまりにも乱暴な気がする。

　だが……支部長は重苦しく答えた。




「シュタイル司祭は、一時は王都大教会のナンバー２にまで上り詰めた方だ。本人の意志で普通の司祭相手と同じように接しているが、本来ならこの街で一番偉いのはあの方だよ」




　支部長の言葉に、比較的年齢の高い参加者達が頷うなずく。

　どうやら、この街に長く住んでいる者にとって、あの司祭のことは常識らしい。




「……ちなみに、シュタイル司祭はどのような理由でこの街に来たのですか？」




「天啓てんけいを受けたそうだ。……天啓の内容は聞かされていないが、当時の教会が大騒ぎになったことは間違いない。神霊召喚もその直後に行われた儀式だな」




　……なんだか、複雑な事情があるみたいだな。

　だが、あの司祭が言っていることは、単なる与太話よたばなしとして流すことはできなさそうだ。




　そんなことを考えていると……ふいに、スライムの視界に例のドラゴンが映うつった。

　──森で見た時より、大きくなっている。




　もちろん測はかった訳ではない。

　だがそれでも分かるほどに、ドラゴンの大きさは変わっていた。




「神話の竜の大きさって、どのくらいですか？」




　唐突とうとつに声を出した俺に少し驚きながらも、支部長が答えてくれる。




「シュタイル司祭の本に描いてあった絵が正しければ、空を覆うほどの大きさだな。成長初期でも、雲ほどの大きさがあったはずだ」




　確かに、司祭の本に描いてあった竜の絵は、そのくらい大きかった。




「……だとしたら、まだ勝てるかもしれません。例の魔物の大きさは、まだ神話の竜よりはるかに小さいです」




「『まだ』小さいということは……今は大きくなっているということか？」




「その通りです。私の探知能力が間違っていなければの話ですが」




　そう言って俺は、一回り大きくなったドラゴンの姿を紙に念写する。




　基本的に生物というのは、成長しきって初めて本来の力を発揮するものだ。

　いくら凶暴な鮫さめであっても、子供のうちは肉食魚の餌えさでしかない。




　同じように『デライトの青いドラゴン』が神話の竜だとしても、あれがまだ幼体だとしたら勝てる可能性がある。

　実際、今のところ例の竜は、まだこの街すら破壊していない。せいぜいその辺の木を倒したり、小さい岩山を崩したりする程度だ。




　３日で大陸を滅ぼす竜にしては、あまりにもやっていることが小さい。

　俺達が森を出てきた頃など、それこそ何もやっていなかったし。




「……事態は一刻を争うな。できる限り迅速じんそくに戦力を集めよう。情報感謝する。……ヤード、近隣からかき集められるだけの戦力を集めるよう手配してくれ。できる限り早くだ！」




「了解しました！」




　◇




　それから数時間後、会議が終わった。

　ギルドは、冒険者を集めてドラゴンを襲撃する方針を固めたようだ。




　だが、討伐とうばつ隊を組むには最低規模でも５日かかるらしい。

　多くの冒険者を集め、理想的な布陣ふじんを作ろうと思えば１ヶ月近くかかる。

　今のところギルドは10日ほどかけて集めた部隊で『デライトの青いドラゴン』に挑いどむつもりのようだが……ドラゴンの成長ペースを見ていると、それでは遅すぎるとしか思えない。




「これからどうするの？」




　ドラゴン発見の報酬ほうしゅうとしてもらった金貨の取り分を抱えながら、ティナが俺に聞く。

　そうだな……。




「ギルドの討伐隊に参加する。それが一番いい」




「……討伐隊は10日後よ。あの成長ペースが相手で間に合うの？」




「間に合うことを祈るしかない」




　当然、同じことはギルドでも議論された。

　だがドラゴンの成長ペースなんて誰だれも分からないし、それが速いと分かったところで冒険者を早く集められる訳ではない。

　結局のところ、間に合うのを祈るしかないのだ。




　……というのは建前たてまえで、実は俺は討伐隊に参加する前に、遠くから竜に喧嘩けんかを売ってみるつもりだ。

　スライムを使えば、宿からでも遠隔えんかくで『終焉しゅうえんの業火ごうか』でも何でも撃ち逃げできるからな。




　それで倒せればいいし、ダメならダメで効き目くらいは分かるだろう。




「それ以外ないのは確かなのよね。……分かったわ。もし呼ばれたら討伐隊で会いましょう」




「私達は、たぶん参加できないかもねー」




　そう言ってティナ達は、自分達の宿へと戻っていった。

　ちなみに今回の討伐隊は、『上級特殊討伐隊』という名前で、参加に必要な基準が非常に高いようだ。




　今回の場合は、ほとんどがＣランク以上になる見込みらしい。

　ということで、基本的に俺達３人は不参加になる。




　……10日後のドラゴンが、どんなサイズになっているかは分からないけどな。

　へたをすると、もう完全体になって大陸を滅ぼしているかもしれないし。




　そんなことを考えながら、俺は宿へと戻った。

　敵が時間とともに強くなる以上、仕掛けるなら早い方がいい。




『スライムは１匹を除いて退避たいひしてくれ。ドラゴンに攻撃を仕掛ける』




『『『わかったー！』』』




　普段は周囲を巻き添えにしないために結界などを使って撃つ『極滅きょくめつの業火』だが、今ドラゴンがいるのは人のいない森の中だ。

　周囲を気にせず、存分に撃てる。




『魔法転送──極滅の業火！』




　ＭＰが削れる感覚とともに、感覚共有で見える視界が赤く染まる。

　……今までに使った時より、威力いりょくが上がっている気がするな。

　ステータスに魔法の威力は表示されないが、もしかしたら魔法の威力も魔物を倒すうちに上がるのかもしれない。




　問題は、魔法の効き目だが……。




「あまり効いていないか」




　炎と煙が晴れて姿を現した『デライトの青いドラゴン』は、ほぼ無傷だった。

　体のところどころが焦こげているものの、激しく損傷した部位はなく、動きも鈍にぶったりはしていない。




　それでも気には障さわったらしく、ドラゴンは怒りの声を上げながら攻撃者を捜さがすが、スライムの存在には気付いていないようだ。

　まあ、まさかスライムがあんな炎を噴くなんて思わないだろう。




　……それはそうと、どれくらい効いているのかが気になるな。

　普通の魔物相手ならステータスからＨＰが分かるが『デライトの青いドラゴン』のステータスは見られないようだ。

　理由は分からないが、神話級の魔物となると普通の魔物とは訳が違うのだろう。




　しかし、敵のＨＰが分かれば、だいぶ戦いやすくなるはず。

　外見は無傷に見えても、実は効いているなんて可能性もあるかもしれない。




　そう考えて俺は、ドラゴンのステータスを探れるような魔法を探してみる。

　だが……残念ながら、それらしき魔法は見つからなかった。

　どうやら魔物のステータスは、そう簡単には分からないらしい。




『ゆーじー、きいてないよー！』




『ドラゴン、なんか怒ってるよー！』




　とりあえず『極滅の業火』がまともに効かないことは分かった。

　全く効いていない訳ではないので、連打するか結界で威力を集中させれば多少はダメージを与えられるかもしれないが、倒すには程遠いだろう。

『終焉の業火』は範囲が広いが、相手が１体だけだと極滅と大して変わらないからな。




　もっと範囲が狭く、威力が高い魔法が欲しいところだ。

　それか、ドラゴンへの相性あいしょうがいい魔法。

『極滅の業火』はかなり威力を集中させた魔法なので、現実的なのは相性がいい魔法の方か。




　他の魔法を試してみたいところだが、『極滅の業火』クラスの魔法は魔力消費が大きい。気軽に何度も試せるものではない。

　こういう時、自分が持っている魔法の効果が分からないのは不便だな。

　スライムが本を読んだおかげで習得した魔法は、使ってみるまで効果不明なのだ。




　１発目でいい魔法を探すには……属性の相性的なものが分かればいいのか。

　そういう魔法なら、覚えている中にあった。




『魔法転送──属性判定！』




　この世界の魔物には『炎』だとか『闇やみ』だとかいう分かりやすい属性はない。

　だが魔法自体には属性があり、有効な属性や耐性のある属性が存在する。




　……と、この魔法のあった場所には書いてあった。

　今までは大体『終焉の業火』とかで何とかなったので気にしなかったが、属性の相性を気にする時が来たのかもしれない。

　ドラゴンとか、火に強そうなイメージだしな。




　そんなことを考えながら、俺は結果を待つ。

　しかし──数秒後に表示されたのは、想像とは違う物だった。




『デライトの青いドラゴン』

　耐性属性：『地』『風』『水』『闇』

　弱点属性：『炎』『光』




　……炎は、弱点属性だった。




　弱点属性の『極滅の業火』を食らってあの程度のダメージなのか……。




　こうなるともう、『極滅の業火』より高威力な魔法を探すくらいしか対処がないが……そんな魔法、あるのだろうか。

　あったとして、俺の魔力で撃てるのだろうか。




　そんなことを考えていると……宿の扉がノックされた。

　スライムの知覚を使って魔力反応を見ると、扉の外には１人の人間が立っているようだ。

　なんというか……普通の人と比べると違和感のある魔力反応の気がする。




「誰だ？」




　この世界で、宿に人が訪ねてきた経験はほとんどない。

　……一応、警戒をしておくか。




　俺が部屋の入り口付近に結界を張りながら扉を開けると……そこに立っていたのは、ドラゴン対策の会議に出ていた司祭だった。

　神に祈りに行ったんじゃないのか。




「私は司祭のシュタイルです。……随分と手のこんだ結界ですね。もしかして、今作ったのですか？」




「ああ。襲撃者だといけないと思ってな」




　そう言って俺は結界を解くが……警戒は切らさない。

　この司祭は、得体が知れないからな。




　経歴からして、ただの聖職者ではないみたいだし。

　王都の大教会のナンバー２なんて、常人が就つける立場ではない。




「襲撃などしませんよ。むしろ私はあなたの味方です。神がそうしろと仰おっしゃいましたから」




「神が？」




「私が持つ『天啓』というスキルが、神のお告げを私にもたらすのです。私はそれに従って、今日ここに来ました。……もしかしたら私がこの街に来たのも、そのためだったのかもしれません」




　そう言ってシュタイル司祭は、ポケットから１本の短剣を取り出す。

　剣はとても傷だらけであちこち錆さびているのに、先端の１センチほどは傷どころか汚れ１つない。




「これは私が王都を去るときに神の命令で持ち出したものです。教会では誰も価値を理解できなかったものですが……あなたには、使い道が分かるのではないですか？」




　司祭はそう言って、短剣を俺に差し出す。

　俺はそれを受け取り、魔法で鑑定する。

　すると……興味深い文章が表示された。
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　ケシスの短剣




　いつどこで作られたのか分からない短剣。

　手に持った者が発動した魔法の効力を、剣の先端に集中させる。

　不壊

　加護






　最後の２行に説明もなく付け足された文字に、不自然さを感じる説明だ。

　だが……確かにこれは、俺が求めていたものかもしれない。




　これがあれば『極滅の業火』といわず『終焉の業火』の威力だって集中させられる。

『終焉の業火』の範囲は『デライトの青いドラゴン』の体と比べても数百倍だ

　それだけの広範囲を焼き払う魔力を短剣の先端に集中させれば、あのドラゴンを倒せるかもしれない。




「それの使い道は分かりますか？」




「ああ」




　司祭の質問に、俺は答える。




「それはよかった。神は私にそれの使い方を教えて下さらなかったので、説明しろと言われたら困るところでした」




「分からないまま渡しに来たのか……」




「使い方は分からなくても、あなたの役に立つことは分かります。……それは差し上げますよ。時間は２日ほどしかありませんので、急がれた方がいいでしょう。遅くなればなるほど、竜は力を増します」




　そう言って司祭は、後ろを向いて歩き始めた。

　用は済んだ、と言わんばかりだ。




「どこに行くんだ？」




　答えは分かっている気がしたが、一応聞いてみる。




「神に祈りに」




　シュタイル司祭は歩みを止めず、そう答えた。

　予想した通りの答えだ。

　相変わらず得体の知れない司祭だが……もらった剣は、ありがたく使わせてもらおう。




　……しかし、スキル『天啓』か。

　ステータスを見てみると、俺も『天啓』のスキル自体は持っているようだが、その上から赤い文字『条件を満たさないため使用不可』と書かれている。

　どうやら、ずいぶんと特殊なスキルのようだ。
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　それから、１時間後。

　俺おれは隠密おんみつ魔法を使い、街の入り口を密ひそかに通り抜けていた。




　この短剣は魔法転送に使うことはできない。

　試してみたが、この剣を持ったままだと魔法転送が発動しないのだ。




　というか魔法転送に限らず、この短剣を手に持っているだけで全すべての魔法が剣の先端に向かってしまう。意思とは関係なく。

　なので今は、剣を鞘さやに納めてベルトに提さげている。




　そんな有様ありさまなので、この剣を使って戦うには、俺が直接ドラゴンと戦うしかない訳だ。

　当然、ギルドにこのことを言えば止められるだろう。

　ギルドとしては、ちゃんと討伐とうばつ隊を組んでから討伐に向かいたいだろうからな。




「……時間がないってのは、間違いないみたいだな」




　デライトの森の上空は、すでに目で見てはっきり分かるほど暗くなっていた。

　監視用スライムの目に映うつるドラゴンの大きさも、会議の時より一回り大きくなっている。




　この調子でいけば、２日もしないうちにドラゴンは手のつけられない状態になるだろう。

　ギルドが総力を挙げて作る討伐隊は恐らく強いのだろうが、神話級のドラゴンが完全体になった後ではどうしようもない。

　そうなる前に、自分で倒すしかない。




『ドラゴン周囲の魔物はどんな感じだ？』




『みんな、逃げちゃったよー！』




『のこってるの、ボク達だけだよ！』




　この前の依頼で来た時には、ドラゴンの周囲には沢山たくさんの魔物がいた。

　だが今や、ドラゴンに近付こうとする魔物は俺のテイムした仲間くらいのようだ。

　……ドラゴンが本格的に暴あばれ出だす時が、近付いているということだろうか。




　そんなことを考えつつ、俺は森を全速力で駆け抜ける。

　沢山の魔物を倒したおかげで力がついたのか、長距離の移動もだいぶ楽になった。




　ステータスにはＨＰとＭＰくらいしか数字が載っていないが、実は他にも沢山のステータスがあったりするのかもしれない。

　それを見る手段は、今の俺にはないが。




　──こうして俺は、デライトの森へと走っていたのだが……。

　ドラゴンの元まであと少しという場所に来たところで、スライム達が叫び声を上げた。

　今までに聞いたことのない、危機感のこもった声だ。





『ぎゃ──！』






『にげろ──！』




『ヤ、ヤバイッス！　スライム先輩、乗って下さい！』




　そう言ってプラウド・ウルフとスライム達が持ち場を放棄ほうきし、大慌てでドラゴンから離れていく。

　なんだかよく分からないがヤバそうなので、俺はスライム達とプラウド・ウルフに、避難に役立ちそうな魔法をかけておいた。

　──それから、数十秒後。




　突如『デライトの青いドラゴン』のいたあたりで、膨大ぼうだいな量の魔力が膨ふくれ上がった。

　もうスライムは誰だれもドラゴンが見える位置にいないので、ドラゴンの姿は確認できないが……それでも、この異常な量の魔力は分かる。

　スライム達は恐らく、野生の勘でこれを感じ取って逃げ出したのだろう。




　──異変は、それだけにとどまらなかった。

　今度は爆発とともに、周囲の木々がなぎ払われた。
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『ひぃぃー！』






『やばいよー！　プラウド・ウルフ、いそいでー！』




『これで全速力ッス！』




　爆発ばくはつに追い立てられるように、スライム達がこっちへ逃げてくる。

　切羽せっぱ詰つまった感じの声とは裏腹うらはらに、誰も怪我けがはしていないようだ。




　それから15秒ほど遅れて、俺自身の耳にも鈍にぶい爆発音が届いた。

　音のタイムラグからして、俺がスライムを介して見た爆発の音で間違いないだろう。




　……ここまで音が届く爆発って、どんな規模きぼだよ……。

　もし巻き込まれていたら、命はなかったかもしれない。




　その爆発でできたクレーターの上に、１匹のドラゴンが浮いていた。

　──『デライトの青いドラゴン』だ。

　ただし、そのサイズは初めて見た時と比べて、倍以上に膨れ上がっていた。




「遅かったか……？」




　あの司祭しさいは、時間が２日くらいしかないと言っていた。

　しかし、まだあれから２時間も経たっていない。




　まだ勝ち目はある。

　そう信じたいが……あの爆発を見てしまうと、どうにも勝ち目が薄い気がしてしまう。




　だが、今更避難したところで遅い。

　このドラゴンが神話と同じ竜だとしたら、この竜は３日で大陸を滅ぼす。

　もしこのドラゴンから逃げるつもりであれば、俺は異世界に来た当日から逃げ始めるべきだったのだ。そんなことは不可能だが。




　神話では大陸を滅ぼした竜は『使者』によって倒されたらしいが、今の世界に『使者』などいない。

　もし何とかして違う大陸に逃げたところで、次はその大陸が滅ぼされるだけだろう。




『ゆーじー、どうするのー？』




『戦う。それ以外にどうしようもないからな』




　無謀に見える戦いだが、１つだけ救いがある。

　司祭からもらった、この短剣だ。




　この短剣と『終焉しゅうえんの業火ごうか』を組み合わせれば、ドラゴンを一撃で倒せる可能性すらある。

　……長さ30センチあるかないかの剣を、上空に浮いている竜に当てられればの話だが。




「さて……どうやって当てるか」




　こうしている間にもドラゴンは周囲から魔力を吸収し、より強くなっている。

　スライムの知覚を通さずとも分かる、圧倒的な魔力量だ。




『ゆーじー、ボク達も戦うよー！』




『お前ら、あんな攻撃に巻き込まれて大丈夫なのか？』




　スライム達はさっき、ドラゴンの攻撃に巻き込まれそうになって逃げ惑っていた。

　まともに戦いに参加できるとは思えないのだが。




『ゆーじの魔法があれば、大丈夫！　スライムって、結構頑丈がんじょうなんだよー』




『爆発とか、別にこわくないよー！　魔力怖いけど！』




『魔法とかだとやられちゃうから、ちゃんと守ってー！』




　どうやら、液体みたいな姿をしているだけあってスライムは物理攻撃に強いらしい。

　反面、魔法攻撃には弱いみたいだな。




　……魔法攻撃が相手なら『対魔法結界』がある。

『対魔法結界』はしっかり重ねれば『終焉の業火』さえ受け止めるような魔法だ。




　あれを使えば、大抵の攻撃は跳ね返せるだろう。

　いくらでも展開できるものではないので、スライムの数は絞る必要があるが。




『お前ら全員がバラバラに動くと、さすがに守り切れない！　10個くらいのグループに分かれて動いてくれ！』




『はーい！』




　そう言ってスライムが、10匹の大型スライムへと分かれた。

　このくらいの数なら、魔法で守れるだろう。




　ちなみにプラウド・ウルフはすでに俺達の元を離れ、安全な物陰で縮ちぢこまっている。

　……賢明な判断だな。




　俺は俺で、自分の防御を固める。

『対魔法結界』『対物理結界』『緩和かんわ結界』『断熱結界』といった魔法を、俺は５重に施ほどこした。




　今までこういった結界は空間を囲うような形で使っていたのだが、どうやら生物に使うような形も想定して作られた魔法らしい。

　自分を対象として使ったら、結界は体の少し外側を守るようにして展開された。




　だが、これだけ重ねると結構魔力消費が大きいな。

　さっき『極滅きょくめつの業火』を使ってしまったのもあって、魔力がかなり減っている。






　ユージ




　職業：テイマー　賢者




　スキル：テイミング　光魔法　闇やみ魔法　火魔法　水魔法　土魔法　雷魔法　風魔法　時空魔法　特殊魔法　大魔法　使役魔法　付与魔法　加工魔法　超級戦闘術




　属性：なし




　ＨＰ　１９２６／１９２６

　ＭＰ　２７９５／４５２６






　……まあ、これだけ残っていれば上出来か。

　ＭＰなんて、マイナスになってからが本番だしな。




　限界を超えてＭＰを使うと反動でＨＰにダメージを受けることになるが、徹夜仕事で命を削るのに比べれば、ドラゴンと戦って命を削る方がよほど建設的だ。

　死にさえしなければ、ＨＰなど後でいくらでも回復できる。




「さて、行くか」




　俺はそう言って、スライム達を肩に乗せてドラゴンへと駆け出した。

　厳しい戦いだが……やることは単純だ。




　何とかしてあの竜に近付いて短剣を突き立て『終焉の業火』を唱となえる。

　勝ち筋が１つしかないぶん、逆に戦いやすい気さえする。

　だが、敵は強大だ。





「グルァアァァァァ！」






　空の上で、『デライトの青いドラゴン』が叫び声を上げながら口を開ける。

　そして無造作に下を向いて、地面に向かって火の玉を噴いた。




　ドラゴンが噴いたものは、本当にただの火の玉に見えた。

　あれが俺が使う魔法の『火球』と同じ性質のものであれば、あの火の玉が燃やす範囲はせいぜい30メートルといったところだろう。




　今の俺とドラゴンの間には、５００メートル以上の距離がある。

　あれが普通の火球であれば、何の脅威でもない。




　──だが、ドラゴンが噴いたのは火球などではなかった。

　火の玉は地面に着弾するのと同時に爆発を起こし、５００メートル離れた場所にいた俺さえも炎で包み込んだ。

　わずかに遅れて爆音が聞こえ、手元の結界が破られる感覚がある。




『ぎゃー！』




『結界がー！』




　……それから数秒後、爆風が収まる。

　結局、あの一撃だけで５重にしていた『対物理結界』のうち、２枚が破られた。




　今はまだ距離があるからいいが、足下まで行ったら一撃で全部持っていかれかねないな。

　そうならないように、対策をしよう。




　まずは割られた結界を再展開しつつ、全速力でドラゴンとの距離を詰める。

　攻撃を受ける回数を少なくするためには、短期決戦を挑いどむのが一番だ。

　そして──。




『ゆーじ、ドラゴンがうごくよー！』




『了解した！』




　ドラゴンを監視していたスライムの報告を受けて、俺は肩にいるスライムのうち１匹を摑つかむ。




『いくぞ！』




『りょーかい！』




　俺はドラゴンが火の玉を吐くタイミングを見計らって、前方へとスライムを投げつけた。




　そして──。




『魔法転送──魔法転送結界！』




　スライムを介して、俺は『魔法転送結界』を発動する。

　もし『魔法転送結界』を自分に張ることができれば、それだけで全ての魔法攻撃を跳ね返せるのだが、残念ながらそううまくはいかなかった。




　魔法を転送する特性が邪魔をするのか、俺達の動きに結界がついてこないのだ。

　だから、スライムに魔法を転送して、一時的な盾たて代わりにする。




　ぶっつけ本番の作戦だが──成功した。

　魔法転送結界は攻撃に耐え抜き、その後ろにいた俺達の結界は、１枚も破られなかった。




　そして、今のではっきりした。

　このドラゴン、俺やスライムを認識していない。




　ドラゴンはただ、誰にも狙ねらいをつけることなく周囲を焼き払っているだけだ。

　なぜドラゴンがそんなことをするのか分からないが、周囲を焼き払うたびに、ドラゴンは少しずつ強くなっているように見える。

　もしかしたらあの火の玉は、地面や森からエネルギーや魔力を無理やり引き出す手段なのかもしれない。




『ドラゴンがこっちに気付く前に、カタをつけるぞ！』




『うん！』




　この状況がいつまで続くかは分からない。

　だからこそ俺達は、一切いっさいスピードを緩ゆるめずドラゴンへと突っ込んでいった。




　距離が近付くにつれて、ドラゴンの火の玉は威力いりょくを増していく。

　だが10匹のスライムから次々と展開される『魔法転送結界』は、その全てを防ぎ、俺達を守り抜いた。




　そして──俺達は、ドラゴンの元へとたどり着いた。

　ドラゴンが浮いているのは、ここから真上にちょうど50メートルほどだ。




『ゆーじって、飛べるの？』




『無理だな。使えそうな魔法といえば……これくらいだ。……『跳躍ちょうやく強化』』




　そう言って俺は『跳躍強化』という魔法を使い、上へと跳んだ。

　これは名前の通り、跳躍力を強化する魔法だ。

　そうして、勢いを失って落ち始めるところで、俺は足下に『対物理結界』を張り、その上に着地する。




　１回で上がれる距離は、およそ５メートル。




　なんとも非効率だが、本当に他の方法がないのだ。




　この世界に来た直後、俺は大量の魔導書が置かれた廃屋はいおくでスライムと出会った。

　今俺が使っている魔法は、全てその魔導書に書かれていたものだ。




　あの魔導書には、山ほどの魔法があった。

　いくつの魔法があるのか、自分でも把握はあくしていないほどだ。




　だが、空を飛ぶ魔法……というか、高い場所へ移動するための魔法だけは、不自然なほどに少なかった。

　その中で一番マシなのが、この『跳躍強化』だ。




『跳躍強化』にしても、平地であれば数十メートルは跳べる魔法なので、決して上に跳ぶのに向いた魔法ではないのだが。




　あの魔導書を残した奴やつは、空に恨うらみでもあったのだろうか。

　空を飛べるような魔導書が欲しいところだが、魔導書ってこの世界だとほとんど手に入らないみたいなんだよな。




　──そんなことを考えつつも俺は結界を次々と踏みつけ、高度を上げていく。

　タイミングを測って跳び始めたため、途中で竜の攻撃を受けることはない。




　そして──ついに俺は、『デライトの青いドラゴン』と同じ高さまでたどり着いた。

　それでもなお、ドラゴンは俺に対して何の反応も示さない。




　俺はそんな竜の首に、『ケシスの短剣』を突きつけて唱えた。




『──終焉の業火！』




　詠唱えいしょうが終わると同時に『ケシスの短剣』の先端が赤熱し、炎が噴き出し始めた。




　見た目は普通の炎に見えるが、これは一撃で１００メートル四方を焼き払う『終焉の業火』の熱量を、短剣の先端に集めた炎だ。




　ドラゴンの火の玉でさえ全く熱を感じさせなかった『断熱結界』を通してさえ、高熱を帯おびているのを感じる。




　そんな炎は、ドラゴンの皮膚ひふをやすやすと切り裂き、傷口を蒸発させた。

『ケシスの短剣』を通さない『終焉の業火』をはじき返した装甲そうこうも、まるで紙のように溶けていく。




　そうしてドラゴンの首を８割ほど切り裂いたところで、『終焉の業火』の威力が落ち始めた。

　恐らくすでに致命傷だろうが、相手がドラゴンとなると油断はできない。




　もうＭＰはマイナスだが、あと１回くらいは『終焉の業火』を使うことができるだろう。

　そう考えた俺は『終焉の業火』の効果が切れる前に次の魔法を唱えようとする。




『終焉の──』




　だが、２度目の『終焉の業火』を発動しようとしたところで──不意に、目の前が深紅しんくに染まった。

　それに続いて、結界が引き裂かれる音とともに、吹き飛ばされるような感覚があった。




　視界を完全に奪われているため、何が起こったかは分からない。

　スライム達の知覚も、周囲の魔力が乱れすぎて使い物にならないようだ。




　……それから数秒後。

　地面に叩たたきつけられる感触と同時に、ようやく周囲の状況が分かるようになってきた。




　１キロほど離れた場所の上空に、ドラゴンの姿が見える。

　どうやら俺は、今の一撃で１キロ近くも吹き飛ばされたようだ。

　一撃とはいっても、どんな攻撃を受けたのかすら俺には分からないのだが。




　大量に張っていた結界も、残り１枚しか残っていない。

　張り直すしかないか。




　魔力がマイナスになっているだけあって、結界を張るだけでもＨＰが削れる感触がある。

　身を守るための魔法でＨＰが削れるのって、なんだか微妙な気分だな。






　ユージ
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　ＨＰ　９９８／１９２６

　ＭＰ　マイナス１５００２１／４５２６




　状態異常：魔力過剰使用






　ＨＰもかなり減っている。ステータスが上がる前の俺だったら、とっくに死んでいたな。

　アース・ドラゴンなどを倒していたおかげで、命拾いしたようだ。




　……スライムは大丈夫だろうか。




『みんな、無事か！』




『うーん、なんとか……』




『ドラゴン、怒ってるね……』




　割られた結界を張り直しながらの言葉に、スライム達の答えが返ってくる。




　どうやらスライム達は投げられた時の『魔法転送結界』に守られたおかげで無事だったようだ。

　しかし……状況は悪いな。





「ギエエエエエァァァァァ！！！！！　グギャアアァァァァァ」






『デライトの青いドラゴン』が、この世ものとは思えないような絶叫を上げた。

　その首はすでに、９割以上切断されている。

　あの傷を受けてなお、ドラゴンは空を飛んで動けるようだ。




　そして最悪なことに『デライトの青いドラゴン』は、明確にこちらを向いて飛んできていた。

　どうやら俺は『デライトの青いドラゴン』に、初めてまともな敵として認められたようだ。

　……全く嬉うれしくないが。




『ゆーじー、どうするのー？』




『……どうしようもないな。ひたすら攻撃を受けながら、ドラゴンが死ぬのを待つくらいしかない』




　首を９割切断されては、さすがのドラゴンも無事とはいかないようだ。

　飛び方はなんとなくふらついているし、視線も定まっていない。




　俺が死ぬ前に、ドラゴンの方が力尽きる可能性はある。

　……俺がすでに『終焉の業火』で魔力を使い果たしていることを計算に入れると、望みはかなり薄いが。




『さっきの、もういっかいできないのー？』




『さっきのって『終焉の業火』か？』




『うんー！』




『……あと１回だけなら、撃てることは撃てる。だが……届かないな。あのドラゴンを地上に引きずり下ろす魔法でもあれば、話は別なんだが』




　通常の『終焉の業火』では、あの竜相手にはほとんど無意味だ。

　だがドラゴンに敵として認識された以上、『ケシスの短剣』を使った攻撃を当てることは、今や不可能だ。




　近付かせてもらえれば、望みはあるが……。

　俺が『跳躍強化』を使って跳ぶと、ドラゴンはその動きから逃げるようにして高度を上げた。




「まあ、そうだよな」




『デライトの青いドラゴン』は、俺に近付かれると危険だということをすでに認識しているのだろう。

　どうやら神話の竜だけあって、普通の魔物よりは知能が高いようだ。





「グルァァァァアアアアアアアア」






　竜が、叫び声を上げた。

　それと同時に、先ほどとは比べものにならない速度で、火の玉が放たれた。







　以前の漫然とした爆撃とは違う、明確な殺意のこもった一撃だ。

　首をほとんど切断された竜の首は不安定に揺れているが、それでも炎は真まっ直すぐ俺に向かって飛んできた。




『魔法転送結界』




　俺はそれを、結界で迎え撃つ。

　攻撃を受け止めず、他の場所に送りつける結界だ。




　あの『終焉の業火』すら難なく転送する『魔法転送』をベースにした結界が、破られるはずもない。

　そう期待していたのだが──甘かったようだ。




『魔法転送結界』は、５秒ともたずに叩き割られた。

　どういう原理かは分からないが、竜の火の玉には『魔法転送結界』すら破壊する力があるらしい。




　──５重に張った結界のうち４枚を割って、火の玉は止んだ。

　４枚も割られたとみるべきか、死なずに済んだだけよかったとみるべきか。

　もっとも、この状況を打開できなければ、遅かれ早かれ死ぬことに変わりはないのだが。




「……『対魔法結界』、『対物理結界』──」




　俺は破壊された結界を張り直しながら、次の作戦を練る。

　とはいえ、ロクな作戦がない。




　戦うか逃げるかの２択だが、あれだけの速度で空を飛ぶ相手から逃げ切るなど不可能だ。

　逃げるのであれば、敵として認定される前から逃げるべきだった。




　かといって、戦おうにも『ケシスの短剣』を当てる手段はない。

　そして『ケシスの短剣』を使わずにとどめを刺せる魔法の心当たりもない。




　適当な魔法を連発して、たまたま竜に効くことを祈る手はある。




　だが『終焉の業火』でも威力不足なくらいだから、いくら『デライトの青いドラゴン』が死にかけだとはいっても、望みは薄いだろう。

　むしろ魔力を無駄に消費して、寿命を縮めるだけの可能性が高い。




　……だが他に手がないなら、やるしかないか。

　座して死を待つより、その方がよっぽどマシだ。




　そう決意を固め、俺は手持ちの魔法の中から使えそうなものを選んで唱える。

　属性は気にしない。弱点属性の『終焉の業火』でさえ敵に傷をつけられない以上、属性はもはや無意味だ。




　とにかく『デライトの青いドラゴン』を地面に引きずり下ろす。

　そして、残った力で撃てる魔法で、奴にとどめを刺す。




　魔力枯渇の反動に耐えきれるだけのＨＰを残したまま奴を地面に落とせれば、俺の勝ちだ。

　迷っている時間はない。迷えばそれだけ攻撃を受ける回数が増えて、勝てる確率が落ちる。




『永久凍土とうどの──』




　俺は真っ先に頭に思い浮かんだ魔法を唱え始める。

　恐らくこれは、魔力消費の多い魔法だ。




　それでも、このくらいの高出力魔法でなければ、ドラゴンを地面に落とすなど不可能だ。




　だが──俺は途中で詠唱をやめた。

　詠唱の途中で、頭の中に聞き慣れないトーンの音声が響いたのだ。




『──発動条件を満たしました。これより45秒間『天撃てんげき』の使用が可能になります』




　……意味が分からない。

『天撃』などというスキル、聞いたこともない。




　だが、このタイミングで使用が可能になったことには、何か意味があるはずだ。

　そう考えて俺は、迷わず唱える。




『天撃』




　俺がそう唱えた瞬間──空がひび割れた。

　割れた空から光の束たばが、ドラゴンへと降ふり注そそぐ。

　光の束は、『デライトの青いドラゴン』を押し込むようにして地面へと叩きつけた。




　そして、空の割れ目が閉じ始める。

　それに従って、光も弱くなり始めた。




　名前や見た目の物々ものものしさの割に、『天撃』がやったことといえばドラゴンを地面に叩きつけただけ。

　当然その程度で神話級の魔物が死ぬはずもなく、ドラゴンは暴れ続けている。




　──だが、それで十分だった。

　これこそ俺の求めていた魔法だ。

　ドラゴンが地上に降りてくれば、攻撃は届く。




　俺は攻撃をくぐり抜けながらドラゴンの元へとたどり着き、『ケシスの短剣』をドラゴンへと突きつけて唱えた。

　ここで唱える魔法など、１つしかない。
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『──終焉の業火』




　短剣から噴き出した炎は、今度こそ『デライトの青いドラゴン』の首を完全に切断した。

　……首を切られても生き残るのではないかという心配はあったが、どうやら竜もそこまで不死身ではないらしく、じきに動かなくなった。




　そして、周囲が明るくなり始める。

　上を見ると、さっきまで暗かった空が、普通の明るさを取り戻し始めていた。

　どうやら空も、『デライトの青いドラゴン』の影響から解き放たれたようだ。




「……勝ったか」




『勝ったよー！』




『本当に勝っちゃった！』




『ドラゴン、怖かったねー！』




　勝ちが分かって、スライム達が騒ぎ始める。

　驚いたことに、あんな戦いに巻き込まれておいて、スライムの被害は１匹たりとも出なかったようだ。

　結界で守っていたとはいえ、スライムって本当に頑丈なんだな……。




　プラウド・ウルフはさっきから何も言っていないが……。




『おい、プラウド・ウルフは無事か？』




『ぶ……無事ッス！　えっと……それで、戦いはどうなったんでしょうか？』




　うん。

　正直こいつに関しては、全く心配していなかった。

　危険を察知して逃げる能力で、こいつの右に出る魔物はそういないだろう。




『戦いは勝ったぞ。もう安全だから戻ってこい』




『了解ッス！』




　そう言ってからプラウド・ウルフが俺達の元へと戻ってくるまでに、１分くらいかかった。

　どれだけ遠くに逃げてたんだ……。
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『これ、収納できるか？』




　巨大なドラゴンの死体を見て、俺おれはそうスライムに聞く。

　あまりに巨大すぎて運ぶのは大変そうだが、あれだけ頑丈がんじょうだったドラゴンの素材なのだから、何か使い道はありそうだ。

　最悪、持って帰れるぶんだけでも確保しようと思ったのだが……。




『大丈夫だよー！』




　そう言ってスライムは、ドラゴンの死体を丸ごと体の中に取り込んでしまった。

　自分の体より数百倍も大きいドラゴンを収納しても、スライムの体が膨ふくらむ様子はない。




『お前らすごいな……』




『スライム収納』って、一体何なんだ。

　亜空間にでも収納してるのか？

　……まあ、便利なぶんには別にいいのだが。




『じゃあ、帰るか』




『うん！』




　◇




　それから１時間後。

　プラウド・ウルフに乗って森を駆け抜けた俺達は、無事に街の門へとたどり着いていた。




「ユージか、何をしに街の外へ出ていたんだ？」




　門の前には普段ふだんと違って、ギルド職員が立っていた。

　その門には『通行規制中』と書かれている。

　どうやら、出入りが制限されているようだ。




「ちょっと体を鍛えにな」




　……噓うそは言っていない。

　ドラゴンを倒したおかげで、俺のステータスはだいぶ上がった。
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　職業：テイマー　賢者




　スキル：テイミング　光魔法　闇やみ魔法　火魔法　水魔法　土魔法　雷魔法　風魔法　時空魔法　特殊魔法　大魔法　使役魔法　付与魔法　加工魔法　超級戦闘術




　属性：なし




　ＨＰ　２２５／２６３６

　ＭＰ　マイナス３２５１５２／６２３６




　状態異常：魔力過剰使用






　１９００ほどだったＨＰ最大値は２６３６まで増えているし、ＭＰ上限も１７００ほど増えている。

　……最大値が増えただけで、今の数字はほとんど死にかけって感じだが。




「何もこんな時に、体を鍛えに行く必要はないんじゃないか？　例の話はユージも知ってるんだよな？」




「例の話って、ドラゴンの件か？」




「ああ。その影響でこの門は通行禁止、デライトの森は立ち入り禁止だ。へたに刺激して反撃でも受けたら大惨事だいさんじだからな」




　……その話は聞いてないな。

　とりあえず、俺がこっそり森に潜もぐり込んで『デライトの青いドラゴン』を討伐とうばつしたことは黙っておいた方がよさそうだ。




　ギルドが無駄に討伐隊を組んでしまうと可哀想かわいそうなので、ドラゴンは消滅したことにでもするか。

　死体はちゃんと回収したので、事後調査でも俺が倒したことはバレないだろうし。




「通行禁止の話は初耳だ。鍛錬たんれんで外に出てたのはたった２時間くらいなんだが、その間に禁止されたのか？」




「門を封鎖ふうさしたのは、１時間前くらいだな。……まあ、無事でよかったよ。とりあえず街の中に入っておいてくれ」




「ああ」




　俺はそう言って、門の開いた隙間すきまから街へ入る。

　向かう先は……とりあえず、ギルドだな。




　ギルドがドラゴンの消滅を把握はあくしていないのなら、伝えておいた方がいいだろう。

　このまま討伐隊を組んだりしたら、無駄手間もいいところだ。




　そんなことを考えながら、俺はギルドに入ったのだが……。

　ギルドの中では、すでに支部長が俺を待ち構えていた。




　そして俺がギルドに入ったのを見るなり、支部長が口を開く。




「ユージ、もしかしてデライトの森から帰ってきたのか？」




「いや、街の近くの森で鍛錬たんれんをしていただけだ。戻ってきたら門が封鎖されてて、何事かと思った」




「そうか……鍛錬中、何か様子の変わったことはなかったか？　今、ギルドでデライトの森に偵察ていさつ部隊を送るって話になってるんだが」




　探りを入れるように、支部長が俺に尋たずねる。

　……ここは、知らないふりをするべきだな。




　俺がこっそり行ってドラゴンを倒したなんて話になったら、確実に面倒なことになる。




「偵察部隊？　何かあったのか？」




「シュタイル司祭しさいの話だと、ドラゴンはすでに倒されたらしい。ギルドの方でも、空が明るくなったのは確認している」




　もう、ドラゴン討伐のことを知っているのか。

　シュタイル司祭、本当に得体が知れないな……。




　これも『天啓てんけい』とやらの力なのだろうか。

　……そういえば『天啓』って『天撃てんげき』と少し名前の雰囲気が似ているな。

　もしかして、あれも神と関係のあるスキルだったのだろうか。




「シュタイル司祭は、何でドラゴンが倒されたと思ったんだ？」




「神のお告げとのことだ。……それと、シュタイル司祭はこの街を出ると言っているらしい」




「この街を？」




　シュタイル司祭は、もう10年以上もこの街にいたらしい。

　それが急に出ていくというのは、俺のような冒険者が外に出るのとは訳が違う。

　理由があるとすれば……。




「それも天啓か？」




「そうだ。私も行き先を聞いたが、教えてもらえなかった」




　……このタイミングで、行き先も告げずにか。

　なんだか不自然さを感じてしまうが、もしかしたらシュタイル司祭が俺に短剣を渡すためにここにいたというのは、本当だったのかもしれない。




　だとしたら、司祭が次に動く目的が気になるな……。

　しかし行き先さえ告げていないということは、俺が聞いても教えてはもらえないだろう。




　ともあれ、今はドラゴンのことをうまくごまかすのが先決か。




「天啓って便利なんだな。……ドラゴンが倒されたって話だが、誰だれに倒されたかは分からないのか？」




「知らん。あんな化け物を倒せる奴やつなど、俺の把握している範囲ではいない。……得体の知れない力を持った奴なら、１人だけ心当たりがあるがな」




　そう言って支部長は、俺を見つめる。

　……疑われてるな。




「俺はあくまで索敵者だ。テイマースキルの戦闘能力はおまけでしかないし、ドラゴンなんて倒せないぞ。……偵察部隊を組むなら、俺も加わるか？」




「……いや、不要だ。偵察部隊はすでに組み終わって、出発準備中だからな」




「そうか」




　ギルドがそれだけ早く動くなら、俺からドラゴンの消滅を伝える必要はなさそうだな。

　俺が伝えたところで、結局は確認のために同じ偵察部隊を送り込むんだろうし。

　そんなことを考えつつ、俺がギルドから離れようとすると……支部長が口を開いた。




「危機への対応はギルドの使命だ。何か必要なことがあったらギルドを頼るといい。……例えば『ドラゴンを１人で倒したいから協力してくれ』とかな」




「なぜそれを俺に言うんだ？」




「さあな」




　そう言って支部長は、ギルドの奥へと戻っていった。

　どこまで知られているのか分からないが、これはごまかせたと思っていいのだろうか。




　……とりあえず、この街には長居しない方がいい気がするな。

　ギルドから目をつけられていそうだし、あまり居座ると面倒そうだ。




　偵察対象のアース・ドラゴンを倒した時の対応からして、恐らく討伐を名乗り出れば報酬ほうしゅうが沢山もらえたり、ランクが上がったりするだろう。

　だがその代わりに、俺は強力なドラゴンを倒せる奴としてギルドに認識されてしまうだろう。




　それは避けたい。

　今回は、たまたま向こうが俺を敵として認識していなかった上に、『天撃』などという得体の知れないスキルが一時的に使えるようになって、ようやくドラゴンを倒せたのだ。

　もし似たようなドラゴンが出てきたときに、今と同じことを期待されても困る。




　◇




　用が済んだのでギルドを出た俺は、ティナとリーサが歩いているのを見つけた。

　向こうも俺を見つけたらしく、こちらに歩いてきた。




「ユージも、ドラゴン討伐隊に登録しに来たの？」




　どうやらティナ達は、ドラゴン討伐隊に参加しに来たようだ。

　……恐らく意味はないのだが。




「いや、討伐隊は多分中止になるぞ。ドラゴンがいなくなったからな」




「いなくなった？」




「跡形あとかたもなくな。今ギルドも偵察部隊を組んでるみたいだが、その結果が出たら討伐隊の編成は中止されるだろう」




　それを聞いてティナは、ほっとしたような顔をした。

　まあ、誰だってドラゴンと戦いたくはないよな。




「じゃあユージは、何をしにギルドに？」




「いなくなったドラゴンを捜さがす依頼を受けて、索敵を手伝ってたんだ。偵察部隊を出す前の予備調査って形でな」




　……正確ではないが、あながち間違ってもいない答えだ。




「その調査で、ドラゴンは見つからなかった訳ね」




「ああ。偵察部隊の結果が出るまで確定扱いにはならないみたいだが、まず確定だな。あんなバカでかいドラゴンを見逃す訳がないからな」




「ユージがそう言うなら間違いないわね。偵察部隊って普通の冒険者だし、ユージに見つけられない魔物が見つけられる訳ないわ。……そうとなったら、なおさら討伐隊に登録ね」




　そう言ってティナは、ギルドの中に入ろうとする。

　……今の話を聞いていたのだろうか。




「さっき言った通り、討伐隊はたぶん中止だぞ？」




「だからこそよ。登録だけして討伐隊が中止になれば、危険な討伐隊に志願した実績だけが残るわ」




　なるほど。

　このタイミングで討伐隊に入ると宣言すれば、危険を冒おかすことなくギルドの信用を勝ち取れるという訳か。

　今まで冒険者をやっていただけあって、たくましいな……。




「いい情報をありがとう！」




　ティナ達はそう言いながら、ギルドへと入っていった。




　さて……俺はどうすべきか。




　ギルド支部長に目をつけられてしまったようなので、できれば他の街に移動したいところだ。

　支部長はいい意味で俺に注目しているようだが、だからこそ面倒ごとに巻き込まれそうだし。




　だが、偵察部隊の結果が出るまで、他の街への移動はできない。

　結果は分かりきっているとはいえ、いなくなった報告をした以上、偵察部隊の結果は待つ必要があるだろう。

　その結果が出るまで、依頼の報酬も受け取れないし。




　そんなことを考えていると……頭の中に声が響いた。

　……スライムからの通信だ。




『ゆーじー、ゆーじー』




　俺に話しかけてきたのは、いま肩に乗っているスライムではない。

　ドライアドの元に残ったスライム達だ。

　……ドライアドの森で、何か起こったのだろうか。




『どうした？』




『ドライアドが、ゆーじにお話があるってー』




　ドライアドが話か。珍しいな。

　だが、わざわざスライムを介して伝えてくるということは、何か大事な用事なのだろう。




『どうした？』




『なんかドラゴンを倒したとこで、いい感じのキノコが生えるみたいだよー』




『キノコ？』




『うんー。そのキノコから作る薬が、森を育てるのに使えるんだってー。でも採るのが大変だから、手伝ってほしいみたい？』




　森を育てるキノコか。

　よく分からないが、とりあえず話を聞いてみるか。




『それで、俺はどこに行けばいいんだ？』




『どこでもいいから森に行けば、ドライアドがくるってー』




　なるほど。

　そういえばドライアドは、木のある場所にならテレポートみたいなことができるんだったな。




　俺はＨＰもＭＰもかなり削れているが、近くの森に行くくらいは問題ない。

　そう考えながら、俺は森に出た。




『ユージ、久しぶりだね』




　街から少し離れたところまで来ると、ドライアドの声が聞こえた。

　見ると、近くの木の前にドライアドが立っていた。




『ああ。久しぶりだな。……キノコ狩りに行くって話だが、明日とかじゃダメか？　魔力の残りが少なくてな』




　ドラゴンを倒した場所は、街からそれなりに離れたデライトの森だ。

　なので、できれば万全の体調で行きたかったのだが……。




『ドラゴンを倒した時に生えるキノコって、放っておくと１日足らずで溶けてなくなっちゃうんだよ。明日だと、残ってなさそうだね……』




　そう言ってドライアドは、残念そうな顔をする。

　どうやら、明日ではダメなようだ。




『その薬って、そんなに貴重なのか？』




『すごく貴重！　キノコは何種類かあるんだけど、私が欲しいのは赤ドラゴンキノコから作る魔力回復薬。人間が飲めば魔力がほとんど回復するし、病気の木に何滴なんてきか垂らすだけで元気になったりするんだよ』




　……なるほど。それは便利そうだな。

　キノコの名前が安直すぎるのが気になるが、これはキノコがあまりに珍しいせいでまともな名前がついていないのかもしれない。

　ドラゴンを倒さないと生えない上、生えてから１日で消えるキノコなんて、普通見つけられないだろうし。




『その薬って、俺の魔力でも全回復するのか？』




『あー……ユージみたいな魔力量だと、ほとんど誤差みたいな感じかも……。回復量は、普通の人基準だから……』




　どうやら、俺には効かない薬らしい。

　そんなに貴重な薬なら、手伝うついでに少し分けてもらおうと思ったのだが……『終焉の業火』とかを使う時にそんな薬を飲んでも、まさしく誤差な気がする。




『他のキノコから、俺に効く薬を作れたりしないのか？』




『えーと……青ドラゴンキノコから作る魔力復帰薬なら、ユージにも効くと思う！』




『魔力復帰薬？』




『魔力量を10分前くらいに戻す薬だね。たぶん１回分くらいしか作れないけど、ドラゴンにだって効く薬だよ！』




　……魔力の量を、10分前に戻す？

　それはつまり、魔力満タンから『終焉の業火』とかをさんざん連発した後、それを飲めばすぐに魔力満タンということだろうか。

　強すぎないか……？




『キノコ狩りを手伝おう。代わりに、その薬を作ってもらえるか？』




『もちろんいいよ。私が欲しいのは、魔力回復薬だけだし』




　どうやら、交渉成立のようだ。




『それで、採取するのはどんなキノコなんだ？』




『んー、赤いキノコとか青いキノコだけど、言葉で説明しても分からないかも……』




『じゃあ、現地に行ってから考えるか』




　そう言って俺は、スライムを介して周囲の魔力を探る。

　周囲に怪しげな魔力反応はないが、今の俺はＨＰもＭＰもかなり削れている。普通の魔物くらいは大丈夫だが、強い魔物は避ける必要があるだろう。




『手持ちの魔力が少ないから、魔物に見つからないように行くぞ』




『分かった』




『見つからないように、頑張る～』




　こうして俺達は、ドラゴン討伐跡地を目指して進み始めた。

　幸いなことに、森の中にはすでに強い魔物はいないようで、特に遠回りをする必要もなく俺達は森の中を進んでいた。




　移動は順調だが……１つだけ気になることがあった。




『なあ、ドライアド』




『どうしたの？』




『さっきから声だけ聞こえるんだが、どこにいるんだ？』




　ドライアドの姿が見えないのだ。

　それも、ここ数分の話ではない。




　出発５分あたりから、一度もドライアドを見ていない気がする。

　あまりにも自然に姿を消したため、今まで気付かなかったのだ。




『どこって……木の中だよ？』




『……木の中？』




『うん。その方が魔物に見つかりにくいかなと思って』




　そう言いながらドライアドが、近くの木の陰から顔を出した。

　どうやらドライアドが持つ力は、瞬間移動だけではないらしい。




『その木の中に隠れるのって、いつでも使えるのか？』




『自分の森が元気だったら、いつでも使えるね』




　便利だな……。

　こんな会話をしながら森を進んでいると、ドラゴン討伐跡地が近付いてきた。

　……だが、ここで１つ問題が発生したようだ。




『ゆーじー、人間がいるよー！』




『あのおじさん、見たことあるー！』




　どうやらここには、ギルドの偵察部隊が先に到着していたらしい。

　こんなに巨大な焼け跡を見落とす方が難しいくらいだし、当然だろう。




　だが、偵察部隊の前でキノコ狩りをするのも難しい。

　事情を話せば、キノコを取られてしまうかもしれないし。




『ドライアド、目当てのキノコってどの辺に生えるんだ？』




『ドラゴンキノコが生えるのは、ちょうどドラゴンが倒れたあたりだね。普通に地面に生えるよ』




　ドラゴンが倒れた場所というと……焼け跡の真ん中だな。

　あの位置だと、偵察部隊に見つからずに行くのは不可能だ。




　ここは……スライムの出番だな。




『あのあたりに生えてるキノコを、こっそり集めてきてくれ。俺がいると目立つから、見つからないような場所に隠れて補助する』




『わかったー！』




　俺の言葉を聞いたスライム達が、焼け跡の方へと進んで行く。

　俺はそのスライム達に、隠蔽いんぺい魔法をかけた。

　いくらスライムが目立たないとはいっても、隠蔽魔法なしでは見つかる可能性もあるからな。




『どれがドラゴンキノコか分かるの？』




『分からん。……だから、根こそぎ持って帰る』




　そう言って俺は、『感覚共有』を介してスライムを見守る。

　そしてドラゴンの倒れたあたりにたどり着いたところで、スライム達に告げた。




『よし、分裂してくれ』




『わかったー！』




　俺の手持ちのスライムは、すでに３００匹を超えている。

　依頼などで外に出ると、手持ちのスライムが現地にいる野良のらスライムを仲間にしてしまうので、自然と増えていくのだ。




　数が増えると重くなるので、運ぶのが地味に大変にならないかと心配していたのだが……こういう場面では数が役に立つ。

　人海戦術ならぬスライム海戦術で、簡単に広範囲のキノコを集められるのだ。




『いくぞー！』
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『ぼく、こっちいくねー』




『じゃあぼくはこっちー』




　スライム達は自分で役割分担を決めながら、ドラゴンのいた場所に生えていたキノコをかき集めていく。

　こうして、30分もかからないうちに大量のキノコが集まった。




『これで作れそうか？』




『これだけあれば、結構作れそうかな。思ったよりいっぱい生えた……っていうか、取りこぼしがなかったからだね』




　そう言ってドライアドは、ドラゴンのいたあたりを見る。

　スライムがキノコ狩りをした後の地面に、１本たりともキノコは残っていなかった。それどころか、草もなんだか減っている気がする。




　普通のキノコが相手だと生態系とかが心配になってくるところだが、ドラゴンキノコにそういう心配はない……というか、放っておいても１日で消滅するし、繁殖することもないらしい。




『お前ら、頑張ったな』




『がんばったー。葉っぱあったし！』




『あそこの葉っぱ、おいしいよー』




　……草が減っていたのは、気のせいではなかったようだ。

　スライム達がなんだか熱心だと思ったら、あのあたりには美味おいしい草が生えていたんだな。
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『じゃあ、さっそく薬を作るよ。……あれ、持ってきてくれた？』




　ドライアドは人に見つからない場所まで移動すると、手に持ったスライムに話しかけた。




『うんー！』




　ドライアドの言葉を聞いて、スライムが何やらすり鉢ばちのようなものを取り出す。

　どうやら、これを使って薬を作るらしい。




『じゃあ、準備をするよ』




　そう言ってドライアドは、結界魔法を発動した。




『……薬を作るのに、結界が必要なのか？』




『うん。この薬はデリケートだからね。作り方は他のドライアドに聞いたんだけど、考えた人はすごいよねー』




　話しながらドライアドは、次々と魔法を発動していく。

　すると……結界の中の空気が、少し綺麗きれいになったような気がした。




　もしかしたらあの結界魔法は、魔法的なクリーンルームか何かなのかもしれない。

　地球でも薬の調合をする時には、クリーンルームを使うことがあるみたいだし。




　……一通り作業が終わると、ドライアドはすり鉢を結界の上に置いて、薬草を混ぜながら５本ほどのキノコを潰つぶし始めた。

　すると、キノコや薬草が混ざった材料の塊が、うっすらと発光し始める。

　この作業は、いかにもファンタジーの薬作りって感じだな。




『よし、これを搾しぼれば青い液体が……』




　そう言ってドライアドが、発光が収まった材料の固まりを布で搾る。

　だが……布から出てきたのは、澄んだ紫色の液体だった。




『このキノコ、なんかおかしい……』




　出てきた紫色の液体を見ながら、ドライアドが呟つぶやく。

　どうやらこの結果は、ドライアドにとっては不本意のようだ。

　俺おれは薬の作り方など全く知らないが……恐らく、出てくる液体が青でない場合は失敗なのだろう。




『やり方が間違ってるとかじゃないか？』




『これは何回か作ってる薬だから、間違えるはずないんだけど……うーん』




　そう言ってドライアドは、出てきた液体にいくつかの魔法を使う。

　そして、呟いた。




『うん、やっぱりおかしいのはキノコだ。魔力量が多すぎる！』




『魔力量？』




『うん。普通ドラゴンキノコは魔力を少し含んでるんだけど、このキノコは魔力が多すぎるんだよ。……もしかしてあそこで倒されたドラゴンって、すごく強かったりする？』




　あー。

　例のドラゴンには、完全体になったら大陸を滅ぼすとかいう噂うわさもあったな。




　普通のドラゴンとは、格が違うのかもしれない。

　その格の違いが、生えたキノコにも表れてしまったようだ。




『魔力が多すぎちゃダメなのか？　それか、水で薄めるとか』




『魔法薬作りはバランスが大事なんだよ。多すぎてもうまくいかないの。……水で薄めるのは、前に試したドライアドがいたけど……普通の水じゃうまくいかなかったみたい。魔法で作った水も、魔力が混ざっちゃうからダメ』




　なるほど。

　そんな簡単な話じゃないんだな。




　そういえば材料を搾る時に使った布なども、使う前になにやら魔法をかけていた気がする。

　あれも、不純物が混ざらないようにする魔法だったのかもしれない。




『普通の水じゃなければいいのか？』




『エルフの里にあるすごく綺麗な水だったら、魔法薬作りにも使えるみたいだけど……ここだと手に入らないね……』




『瞬間移動で水だけ採って来られないのか？』




『その水がある場所は、別の大陸だから無理だよ。私の瞬間移動が使えるのは、どう頑張っても大陸の中だけだから』




　どうやら、魔法薬の材料を薄めるのも簡単ではないようだ。




　……じゃあ、普通の水を綺麗にしてみるのはどうだろう。

　そう考えて俺は、手持ちの魔法を探ってみる。




　すると……ちょうどよさそうな魔法があった。




　──『スライム浄水』。




　どうやら、スライムの元々持つ浄化力を強化することで、水を浄化する魔法らしい。

　……スライムって単体だと弱いけど、なぜかこういう専用魔法が豊富なんだよな。




『ちょっと手伝ってくれ』




　そう言って俺は、スライムの１匹を摑つかむ。




『なにするのー？』




『『スライム浄水』とかいう魔法を使うと、水が綺麗になるらしい。使い方は分かるか？』




『えっと……たぶん！』




　……なんだか心許こころもとない返事だが、まあ魔法を使うのは俺だし、何とかなるだろう。

　そんなことを考えつつ、俺は『スライム浄水』を発動する。

　すると……スライムの体が、輝き始めた。




『使い方、わかったよ！　……どの水を綺麗にすればいいのー？』




　どうやらスライムは、『スライム浄水』の使い方を理解したようだ。

　だが、肝心の水がない。




『えっと……とってくるね！』




　そう言ってドライアドが、姿を消した。




　そして、１分と経たたずに水の入った結界魔法を抱えて戻ってくる。

　水桶代わりに結界魔法を使っているのは、桶から余計な物質が水に溶け込むのを防ぐためだろうか。




『私が知ってる中で、一番綺麗な水を持ってきたよ。これでどうかな？』




『やってみる！』




　そう言ってスライムが、水の中に入る。

　そして、数十秒が経ち……体の発光が収まったあたりで、スライムは水から出てきた。




『……これ、どうなんだ？』




　スライムが入る前との違いが、全く分からない。

　元々の水だって、十分すぎるほど綺麗に見えたし。




『えっと……試してみる！』




　そう言ってドライアドが浄化後の水を少しだけとって、その中に紫色の搾り汁を１滴垂らす。

　……搾り汁が混ざると、水は青く変わった。




『これは……成功か？』




『うーん、元々の水だともっと濁にごるから、だいぶよくなってるけど……まだちょっと純度が足りないかな。ほら見て、ちょっとだけ濁ってる』




　言われてみれば、確かに水は濁っている。

　何も言われなければ気付かないレベルだが、これではダメなようだ。




『じゃあ、何回も浄化すればどうだ？』




　そう言って俺は、10匹ほどのスライムにまとめて『スライム浄水』を発動し、順番に水に浸つからせてみた。

　だが……。




『ダメみたい』




　10匹のスライムで浄化した水でも、濁りはなくならなかった。

　というか、１匹だけで浄化した時と変わらない。




　どうやら『スライム浄化』には、取り除ける不純物と取り除けない不純物があるようだ。

　となれば……他の方法で残りの不純物を取り除くしかないか。




　たとえば、地球で薬の調合に使われていた方法はどうだろう。

　つまり、蒸留水だ。




『水を蒸留するのはどうだ？』




『蒸留？』




『ああ。水をいったん蒸発させてから冷やして集めると、綺麗になるんだ』




　水を蒸留すれば、純度は上がる。

　薬品用の精製水を作る時には蒸留以外にも色々と作業があるらしいが、いま必要なのはエルフの里と同じくらい綺麗な水なので、別に本物の精製水を作る必要はない。

　試してみる価値はあるだろう。




『聞いたことないけど……本当に水が綺麗になるの？』




『それは、試してみないと分からないな』




　蒸留なんて、日本にいる一般人がやる作業ではない。

　理屈りくつを知っているだけで、実質初めての作業だ。




　だが、この世界には魔法がある。

　蒸留器を１から作れと言われても無理だが、魔法を組み合わせれば俺でも蒸留器くらい作れるかもしれない。




　特に結界魔法は、絶対に汚れず、不純物が溶け出すこともない板の代わりに使える。

　今の魔力でも、結界魔法くらいは何とかなるからな。




『とりあえず、作ってみるか』




　そう言って俺は、結界魔法を組み合わせて蒸留器の形を作る。




　蒸留器とはいっても、形はとても簡単だ。

　ただ水を沸騰させる場所と、蒸気を冷やす場所と、できあがった水を受け止める結界を作っただけ。

　……恐らく効率は最悪だろうが、一応は動きそうなものができた。




『……本当にこんなので、水が綺麗になるの？』




　できあがった蒸留器を見て、ドライアドが訝いぶかしげな顔になる。

　確かに、ぱっと見はこれで水が綺麗になりそうには見えない。




『まあ、とりあえずやってみるか』




　そう言って俺は蒸留器に水を入れて、火魔法で加熱する。

　魔力がすでにマイナスなので、魔法を使うとＨＰが削られていくが……火魔法の魔力消費はとても少ないので、ほとんどダメージは感じない。




　……こうして水を加熱し始めてから、数分後。

　水が沸騰し、蒸留水を受け止める結界に水が溜たまり始めた。

　問題は、この水の純度だが……。




『これ、試してくれるか？』




『分かった』




　そう言ってドライアドが、あまり期待していなさそうな様子で水と搾り汁を混ぜた。

　紫色の搾り汁が、蒸留水と混ざり……できあがったのは、かなり透明な青い液体だった。




『本当に綺麗になってる！』




　できあがった水を見て、ドライアドが驚いた表情になる。




『使えそうか？』




『うーん……だいぶ綺麗にはなったんだけど、まだ使えないかも。ほら、ちょっとだけ濁ってる』




　そう言ってドライアドが、できあがった液体に顔を近付ける。

　俺も様子を見てみるが……言われてみると、確かに少しだけ濁っているようだな。




　だが、スライムを使って浄化した時とは少し、濁り方の雰囲気が違うような気がする。

　……スライムが取り残したのとは違う不純物が残っていたりするのだろうか。




『なあ、これをスライムで浄化したら、使えるようにならないか？』




　そう言って俺は、１匹のスライムに『スライム浄水』を発動させて、蒸留水のタンクに放り込んだ。

　結果は……。




『これなら、使えるかも！』




　スライムで浄化した蒸留水を搾り汁と混ぜたドライアドが、できあがった液体を見て叫ぶ。

　その液体は濁りの全くない、澄んだ青色をしていた。




『まさか、薬の材料を薄める水を作るのがこんなに大変だとはな……』




『でもその代わり、いっぱい作れるよ！』




　そう言ってドライアドが、さっき作った水と絞り汁を混ぜていく。
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　……混ぜ終わった後、できあがった青い液体の量は、元の搾り汁の５倍ほどに増えていた。




　そこから先の作業は、特に問題もなく順調だった。

　ドライアドは慣れた手つきで液体を混ぜたり魔法を使ったり、時々手を止めて薬が安定するのを待ったりして、薬を調合していく。

　そして……




『できた！』




　調合を始めてから３時間ほどで、魔力回復薬が完成した。

　できあがった薬は、５リットル近い量だ。




『これ、多いのか？』




『ものすごい量だよ！　１リットルもできればいい方だと思ってた！』




　どうやら、濃度の高いキノコを元に薬を作ったおかげで、魔力回復薬は随分と量が増えたようだ。




　これは、俺が使う魔力復帰薬にも期待できるだろうか。

　確か魔力復帰薬の材料は、青ドラゴンキノコだよな。




『じゃあ、こっちも試してみるね』




　俺が期待の視線を向けているのに気付いたのか、ドライアドは青ドラゴンキノコをすり潰し始める。

　魔力回復薬の材料になる赤ドラゴンキノコは普通より魔力が多かったが、青ドラゴンキノコの方は……。




『うーん……普通より少しだけ多いけど、２回分には足りないかな。１・７回分ってとこだと思う』




　潰したキノコの搾り汁を見て、ドライアドはそう言った。

　どうやら、魔力復帰薬がぶ飲みで『終焉しゅうえんの業火ごうか』連発という訳にはいかないようだ。




『魔法薬って、半端はんぱな量を飲むとどうなるんだ？』




『普通の魔法薬なら、中途半端ちゅうとはんぱな量でもそれなりの効果が出るんだけど……魔力復帰薬はちょっと特殊で、ちゃんと１回分は飲まないと効果が出ないんだよね』




『……そうか』




　どうやら青ドラゴンキノコは少しだけ質がいいようだが、それで増える０・７回分には使い道がないようだ。




『残った分は、持っておくといいと思うよ。また次に薬を作れる時があったら、合わせて１回分が作れるかもしれないし』




『そうしよう』




　……こうして俺達の薬作りは、無事に成功したのだった。
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『……はい、これあげる』




『おう、ありがとう』




　キノコ狩りから数時間後。

　俺おれはドライアドから、完成した薬を受け取っていた。




　……魔力復帰薬。魔力を10分前と同じ量に戻す薬。

　これがあれば、ドラゴンとの戦いはもっと楽だったかもしれない。




『本当に、これだけでいいの？　もっと持って行ってもいいんだよ？』




　大量の魔力回復薬を収納したスライムを抱えながら、ドライアドが聞く。

　その問いに、俺は答えた。




『ああ。他の薬は、沢山たくさんあっても使い道がないからな』




　結局魔力回復薬は、普通の人間基準で10回分だけもらうことになった。

　元々は全すべてドライアドにあげる予定だったのだが、思ったより大量にできたので、少しだけもらったのだ。




　ドライアドはこの倍くらいの量をくれると言ったが、そんなにいらないからな。

　俺にとって魔力回復薬はあまり効果がないので、念のために持っておくだけだし。

　せいぜい、知り合いが魔力不足で困った時に渡す程度だろう。




　というのも、ドライアドの作った魔力回復薬は、普通の薬とは比べものにならないほど強力なようだが……それでも『終焉しゅうえんの業火ごうか』などを撃つには全く足りないのだ。

　魔力が足りなくなるような戦闘の途中で、暢気のんきに何リットルもの魔力回復薬を飲んでいる訳にもいかないので、あまり使い道がない。

　貴重な薬みたいだし、俺が持っておくよりはドライアドが有効活用した方がいいだろう。




『ありがとう。じゃあ、この薬はありがたくもらうよ。何かあったら呼んでね』




『分かった。その時にはスライムを介して連絡する』




　そう言って俺は、ドライアドと別れた。

　さて……あとはのんびり、偵察ていさつ部隊の帰還を待つとするか。




　◇




　それから数日後。

　偵察部隊の結果が出たという報告が入って、俺はギルドへと来ていた。




「では、こちらが報酬ほうしゅうになります」




「ああ」




　報告内容に問題はなかったらしく、報酬は無事に受け取れた。

　俺はドラゴンがいなくなったことを報告しただけなのだが、報酬はけっこうな額だ。




　……これで俺も、この街を離れられるという訳だ。

　何だかんだで住みやすそうな街ではあったので、この街で依頼を受けながら住み続けるというのもありなのだが……せっかく異世界に来たのだから、色々と見て回りたい。




　定住するにしても、もっと安全で住みやすい街があるだろうし。

　この街に住み続けていると、支部長から変な依頼が来そうだ。




　そんなことを考えつつ、俺はギルドに張られている依頼を見る。

　特に興味を引かれる依頼は見当たらない。




　……出ている依頼を確認し終わった俺がギルドを出ると、ティナ達の姿が目に入った。

　ちょうど依頼を受けに来たところのようだ。




「ユージ、今日も依頼を受けに来たの？」




「いや、依頼は受けていない。調査依頼の報酬を受け取るついでに、めぼしい依頼がないか見に来てたんだが……よさげな依頼もないし、他の街へ行こうと思ってな」




「あ、移動するのね。ちょっと残念だけど、冒険者はあんまり１つの街に留とどまってても仕方ないのよね。……どこの街に行くつもりなの？」




　街を移る話を聞いて、ティナは俺にそう尋たずねた。

　どうやら冒険者は、あちこちの街を移動するのが普通のようだな。




　しかし、移動先か。




「……考えてなかったな。お勧めの街はあるか？」




「行き先を考えないで移動って……」




「リクアルドとかどうかなー？　あんまり遠くないし、冒険者的には住みやすい街だと思うよー」




　俺の質問に、リーサが答えてくれた。

　リクアルドか。どんな街かは分からないが、冒険者としての経験がありそうなリーサが住みやすいと言うなら、期待できそうだな。

　ただ、１つだけ聞いておくべきことがある。




「その街では、何かおかしなことが起こったりはしないのか？」




「おかしなことー？」




「ああ。普通出てこないようなドラゴンが現れたり、１００年間安全だった谷にＢランクの魔物が現れたりとかだ」




　それを聞いて……ティナ達２人は噴き出した。




「「……ぷっ、くくく……」」




「今の、笑う要素あったか？」




「笑うよー。そんなの、どこの街に行っても普通ある訳ないじゃん！」




「そうよ。今のキリアは、異常事態のバーゲンセールよ？　こんなの普通ないわ！」




　……どうやら、心配には及およばなかったらしい。

　それを聞いて安心した。




「ありがとう。次の行き先はリクアルドで決定だ」




　そうと決まれば、さっそく出発するか。




　──願わくば、次の街では変な事件に巻き込まれませんように。










あとがき







　初めましての人は初めまして。前巻からの人はこんにちは。進行諸島しんこうしょとうです。




　本シリーズも、無事に２巻目を出すことができました。

　またコミカライズ版の１巻が、先月に発売しています！




　後書きが長いです。４ページあります。

　作者の近況きんきょうとか書くのも考えましたが、『興味きょうみないよ！』という声が聞こえてきそうなので、設定について書こうと思います。

　今回は、ユージがテイムしているスライムについてです。




　作中のスライムは、単独ではとても弱い魔物まものです。

　それはもう、正面からぶつかれば１００匹いてもプラウド・ウルフ１匹に全滅ぜんめつさせられてしまうほど弱いです。




　しかし、ユージの持つテイマースキルによってスライム達は、その真価しんかを発揮はっきします！

　以下に紹介するのは、その一部です。





・『スライム収納しゅうのう』



　スライム専用のスキル。何でも収納できます。容量の限界は今のところ見えていません。いくらでも入ります。





・『感覚共有』



　スライムの視覚や嗅覚きゅうかく、魔力感知能力などをテイマーと共有する。５００匹以上のスライムと感覚を共有するユージに、もはや死角は存在しません。





・『モンスター強化』



　テイムしたモンスターの能力を総合的に強化します。相手がスライムでなくとも使える魔法ですが、スライムの場合は元々高い物理攻撃耐性がさらに強化されるため、物理攻撃はほとんど効かなくなります。ちなみに攻撃力は元々皆無かいむなのでどうしようもありません。





・『魔法転送』



　ユージが発動した魔法を、スライムの位置に転送します。スライム自身は攻撃力を持っていませんが、ユージの強力な攻撃魔法を転送することで、スライムは最強の砲台に生まれ変わります。




　他にも様々なスキルを使って、ユージとスライム達は異世界を生き抜いていきます。

　……などと書いているとページが埋うまってきたので、謝辞しゃじに入りたいと思います。




　内容や書き下ろしなどについて、的確なアドバイスをくださった担当様。

　１巻に引き続き、素晴すばらしい挿絵さしえを付けてくださった風花風花かざばなふうか様。

　漫画版を描いて下さっている、彭傑ポンジェー先生。

　それ以外の立場から、本書に関わって下さっている全ての方々。

　そして、この本を手に取って下さっている読者の皆様。




　この本を出すことができるのは、皆様のおかげです。ありがとうございます。

　３巻も引き続き、今まで以上に面白おもしろいものをお送りすべく鋭意えいい執筆中ですので、楽しみにお待ちいただければと思います！




　最後に宣伝せんでんを。




　先月、本作のコミカライズ版１巻が『ガンガンコミックスＵＰ！』様から発売しました！

　漫画版も原作とはまた違った魅力みりょくがありますので、よかったらぜひ手に取ってみてください。




　また、同時に先月、拙作せっさく『失格紋しっかくもんの最強賢者』の原作６巻、コミカライズ４巻が発売され、シリーズ累計るいけい80万部を突破しました！




『失格紋の最強賢者』も本作と同様、最強の主人公が異世界で無双むそうする作品になっています。もし興味を持っていただければ『失格紋の最強賢者』もお楽しみいただけたらと思います。




　それでは、また次巻でお会いできることを祈って。
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ファンレター、作品の感想をお待ちしています
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転生賢者の異世界ライフ２　～第二の職業を得て、世界最強になりました～
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